HITACHI 

Inspire the Next 


取扱説明書 


保証書•設置説明書•カンタンご使用ガイド別添付 


日立 [|H I クッキングヒーター I 家庭用 


D 8 シリーズ 


2□阻+ラジエントヒーター鉄•ステンレス巧応 


型式 HT - D 8 WFS レンジフードフアン連動 

HT - D 8 WS _ 

_ HT - D 8 FS _ レンジフードフアン連動 

HT - D 8 S _ 

HT - D 8 


ラジェントヒ ーター 



このたびは日立 IIHl クッキングヒーターをお買い 
上げいただき、まことにありがとうございました。 

この取扱説明書をお読みになり、正し<お使い< 
だをい。 

お読みになったあとは、保証書、設置説明書、カン 
タンご使用ガイド、 DVD とともに大切に保存して 
<ださい。 


「安全上のご注意」 [ -» P .6 〜9 I をお読みいた 
だき、正しくお使いください。 


日立画クッキング ヒーター、 

[0 クッキングヒーターの 


初めておほいのとを 
や、お困0になった 
とまは、 

同旧の DVD を 
是非ご覽< だをい。 

■調理のこつ■お困りのとさは 

DVD を再生でさる環境で 

〈料理集•調理のコッ付〉 お使いください。 



でご覧ください' 

■料理集 
■お困0のとさは 




























はじめに 

r 安全上のごを意」 (* p . 日〜 9) をお読みいただを、正しくお使いください。 

大义力ち•ち IH ヒーター 

♦鉄やステンレス鍋加熱で3.0 kW の大乂力だから、 

おいしく調理でをます。 


鍋の开刻犬や重さによつて火力が弱くなることがあります。 

CMlil 

鍋の加熱が早いので、料理の仕上がり具含を見ながら乂力- 
時間を調節してください。 giaro 


IH 加熱の原理（イメージ図) 



IH とは Induction Heatin 呂の略で、日本語では 
電磁誘導加熱といいます。トッププレート下の IH コ 
イルに電流を流し、磁力（磁力線）によりトップ 
プレート上に置いた金属鍋自体を発熱させます。 


ワイド&ビッグオーブン（ヘルシー選択) 


•付属の過熱水蒸気用水タンクをセットし、ヘルシー選択。 戶》 P .3 の 
( r 切身•干物」「鶏•野菜」） 

肉などのを分な脂や魚などの塩分を落とし、ヘルシーに仕上がります。 

•さんま已尾を一度に焼さ上げ。 

S 6 cm ( 10インチ）ピザも丸ごと焼ける。 



光センサー 

•高感度ヴーモノ くイル式光センサーが、鍋底の温度をダイレクトに検知。 

光センサーや鍋底が巧れていると、鍋の温度が正しく検知できない場合があります。 

ミちれや異物を取り除いてからご使用ください。 r -» p .44 j 

v _ J 


適温調]! 


参光&4温度センサーで卵焼さや炒めもの、ステーキなどの調理を 
ヴポート。 

適温調理メニューには、「卵焼さ」「炒め」「ステー丰」があります。 

食材の投入タイミングをお知らせする r 適溫」が点口表示した後は、メニュー 
に台わせて適温をキープします。 け P .20〕 



2 


音声ガイド •調理終了時や安全機能が働いたときなどに音声でお知らせ。 


♦電源について . 

参上面操作パネルについて . 

♦音について . 

参乂力について . 

♦トッププレートについて . 

♦才ーブンについて . 

♦結露について . 

参レンジフードファン連動について… • 
♦便利メニュー「炊飯」について…… 

参適温調理について . 

♦その他 . 

♦上面操作パネルに次の表示が出たとさ 
♦前面操作パネルに次の表示が出たとさ 


お好みの乂力で調理する 


•温める . 27 


オーブンで調理ずる 


•才ーブンの使いかたのポイント . 28 


メニューを選んで調理ずる 


•魚丸焼き、つけ焼き、切身•干物 . 30 

•ピザ、グラタン、鶏•野菜 . 32 

•切身•干物、鶏•野菜（ヘルシー選択） . 34 


手動コースを選んで調理する 


• 卜ースト、魚焼き . 36 

•オーブン調理 . 38 

•追加焼きをする . 40 


いろいろな機能を使う 


•タイマー . 41 

•操作を□ックする . 42 

♦音声の聞き直し•音量切り替え . 42 

参メ □ディーとブザーの切り替え . 43 

•レンジフードフアン連動 . 43 

•トッププレート、プレートワク、光センサー . 44 

•吸•排気カバー、吸気□ポケット . 45 

•天ぷ S 鍋 . 45 

•前面操作パネル . 45 

•オーブンドア•過熱水蒸気用水タンク•焼網•受皿•… 46-47 
•オーブン庫内 . 47 



お好みの乂力で調理する 


•ゆでる•煮る•蒸す•焼く •炒める•温める 


—を選んで調理ずる 


•揚げる（揚げちの）…… 
•焼く •炒める（適温調理）. 
•煮込み（便利メニュー） 
•湯沸かし（便利メニュー） 
•炊飯（便利メニュー） 
•保温（便利メニュ ー） 


•各部のなまえ•操作パネル•付属品…… 

•安全上のごを意 . 

•使える鍋の種類 . 

参画クッキングヒーターでの調理の手順 
•消費電力と安全機能について . 


ヒーターで調理ずる 


•ヒーターの使いかたのポイント . 15 


を < じ ご使用の前に 

ほいかた 


お手入れ 

お困0のとをは 


仕様•その他 I 



9 

4 

8890011122233 

4445555555555 


5 

2 

8 0 2 3 4 6 
12 2 2 2 2 


4 6 0 2 4 
1 — 1 — 


•仕様 . 

•保証とアフターサービス 
•ご相談窓 □. 


54 

54 

55 
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送信部※液晶表示部 


液晶表示部 


※送信部はレンジフードフアン連動のみ 

液晶表示部送信部※ 


1 适通サイン 



^ r 


圆 

1砂巧し_ 


I Nl の II む I 




广 -i 

命 

の 



m 觀 u5! を 召肪 I 縣談 1113 謂 I 




を IH ヒーター 操作部 


— ^ 

中央 ヒーター 
操作部 


^ し 


とろ义 I 弱: I 中乂 I 強义 


回回 


ち IH ヒーター操作部 


-► P .1 曰〜27 


乂力、調理メニュー、タイマーの設定、通電スタート•切を巧います。 

※火力など設定後、約10秒];!内に通電をスタートしないと、設定は取り消されます。 

設定内容や運転が態を液晶表示部に表示しまず。 


! ' 


中巧ヒ-夕-チャイルド 


表示部 


巧/原 

の/入 



I mi [4 iil 1]-ス 


L 過熱水觀縮水） 


クリ-二 


. 中央ヒ-夕-□ツク3抄押しチヤイル阳ツク3秒巧し 


聞 mi 
音量 3' 秒巧し 


オーブン操作部 


- ► P .28-40 


調理メニュー、乂力、タイマーの設定、通 
電スタート•切を行います。 

《調理メニュー、乂力など設定後、約3分(内に通電 
をスタートしないと、設定は取り消されます。 

設定内容や運励犬態を表示部に表示しまず。 


オーブンの庫内をクリーニングしまず。 

•クリーニングのときは、過熱水蒸気用水タンク、焼網、 
受皿をはずしてください。 


電源の入 • 切を行います。 

•電源を入れたままスタートさせずに約1日分間放置 
すると、自動的に電源が切れます。 


レンジフードフアンの操作を巧いまず。 

(レンジフードフアン連動のみ） 


音声ガイドを聞き直しまず。 
音量の変更や消音をします C 


全ての操作または、中央ヒーターのみの 
操作を□ックしまず。 

•□ックの設定•解除はチャイルド□ックボタンまたは 
中央ヒーター□ックボタンを約3秒間巧します。 
•設定内容は電源を切ってち記憶しています。 


各部のなまえ-操作パネル-付)■品 

※イラストは、トッププレート幅 75cm• レンジフードフアン連動で説明しています。 I 今 P.0 日 J はまな説明のあるぺージです。 

中央 ヒーター 


(ラジエントヒーター1 .2 kW ) 


排気口 


左 IH ヒーター 


ち IH ヒーター 


•吸気 □ 


吸•排気カバー 

仲に排気□があります) 


目の不自由なちが、 



鍋をヒーターの中 
央に置くための目 
安です。 


開閉は、扉の中央（ミミミミ 
を巧して < ださい。 

中タヒ -》-チャイルド 電源1- 

の / 入 I_ J 





I l i i t 曲！ 1 因驢画 

■ はが。/ Ml/lS •… 

箇 1 百 1 叫け I. ぶ） 顆 


部品の交換•追加購入 


2009年9月現在 


巧 


♦天ぷ5鍋 （1 個） 

揚げもの調理をするとさに使います。 
※他の調理（妙めもの•煮もの•湯沸かし 
など）に使用しないでください。天ぷ5 
鍋がさびたり、トッププレートが変色す 
るおそれがあります。 


口【1? □□ ぶ 

部品番号 

希望小売価格 

ホ巧網 (消耗部品） 

HT-D20TS 008 

1，575円 (税抜1，500円） 

受皿 (消耗部品） 

HT-B10TS 007 

2,520円 (税抜2,400剛 

水タンク(過熱水蒸気) 

(消耗部品） 

HT-D20TS010 

1，36日円 (税抜1，30日円） 

タンクフタ(週熱水蒸気) 

(消耗部品） 

HT-D20TS 031 

1，36己円 (税抜1，300円） 

天ぷ5鍋 

HT-C20TWS010 

2,730円 (税抜2,600円） 
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お買い上げの販売店にご相談ください。希望ル売価格は価格改定に伴い変更する場合びあります。 


とろ义 I 弱乂 I 中 : Ai I 強义 



オーブンドア-過熱水蒸気用水タンク*焼網-受皿ははずして洗えます。 


Op .46.47) 


才ーブンヒーター 



I 


過熱水蒸気用水タンク _ 

取りはずしかた、取り付けかた [- » P .35 

才ーブンドア 
取っ手 


今 P.49、53 



オーブン庫内をクリーニングする 


操作を□ックずる 


付属品 


音芦を使ラ 


オーブンで調理をずる 


レンジフードフアンの操作をする 


空巨.昭巧 1 


Knmfim 

トスト ■強 温度ド巧) 

才-ブンが時間じ分 

ち I 皮ま ■弓弓 言項な音 . 


■魚丸焼き■ピザ 
■つけ焼き■グラタン 


前面操作パネル 


才—ブン 


上面操作パネルに水が付いたりずると、表示 部に^ 0 が表示されます。表示後、約10秒経過ずる 
と、安全のために通電を停止しまず。 

再度通電したい場合は、水をふき取り操作手順をもう一度繰り返してください。田 :^ Elista 


ヒーターで 調理をずる 


上面操作八ネル 


各部のなまえ•操作パネル•付属品 


己 










































































































































































































































巧を上のごを意 


※この機器は一般家庭用です。業務胤こはお使いにならなし、でくださし、。 


お使いになる人や、ほかの人への危害、財産への損害を未然に防止ずるため、お守りいただくことを、次 
のように説明しています。また、本夕やの注意事項についてちよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


■ここに示したミ主意事項は 

表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損書の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 



•义災•感電 • けがの原因にな0まず。 


本体は 

分臓止 


改造はしない 

修理技術者於がの人は分解したり、修理を行わない 

修理はお貢い上げの販売店または r ご相談窓口」 [^ p .55) に 
ご相談ください。 




一 ^ 


1、 

J 

♦义淡•巧電*けがの原因にな0まず。 



異常•故障時は 


•異常•故障時には、直ちに使用を中止し、ずぐに専用ブレーカーを切り、お買い上げの 

■■ 販売店へ点巧•修理を依頼ずる 

•電源スイッチを入れてもヒ-夕-び作動しないときびある。 

•ビ1；ビ U と電気を感じる。 

•こば臭いにおいびしたり、運乾中に異常な音びする。 

• その他の異常や故障びある。 


据付のとをは 


•プラグはコンセントの奥までしつ 
かり差し込む 

•プラグの巧や巧の取付部分にほこ 
りび付着している場合はよくふく 

•アースを確実に取り付ける 

アースの取り付けは、電気工事巧または 
販売店にご相談ください。 

アース炼を接爲せよ 


0 •電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に ffi げたり、引っ張ったり、ねじったり、 
たぱねたり、高温部に近づけたり、重いを 
のをのせたり、はさみ込んだ0しない 
•電源コードやプラグび傷んでいたり、 
コンセントの差し込みがゆるいとき 
は使用しない 

•めれた手でプラグの巧き差しをしない 
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•义災•感電•けび•やけどの原因になりまず。 


揚げもの調巧は 【•揚げもの調理の際、油は炎がなくても発乂のおそれがありまず） 


0 


•揚げもの調理中はそばを離れない 油 KOOg 漏日 OOg 

•付属の天ぷ5鍋似がは絶巧に使わない 

市販のフライパン•鍋は使わないでください。付属の天ぷ5鍋じ(がを使用すると 
温度調節機能び正しく働かないことびあり、乂災の原因になります。 

•鍋底がをおしたものは使わない 
♦油は20 Og (220 mL ) 未満では調理しない 

油は20 Og に 20 mL ) 〜80日呂 (880 mL ) の範囲で調理してください。鍋び違ったり油量びかないと、油 
び過熱され発乂するおそれびあります。また油量び多過ぎると、あふれてやけどや乂災の原因になります。 



油量20 Og 



•油煙がを<出た S 電源を切る 

•鍋は IH ヒーターの中央に置く _ 

•必ず揚げもの「揚げ」を使用ずる CSiE 

手動によるお好みの乂力では揚げもの調理をしないでください。油の温度を適正にコント□ールでを 
ないため、油び過熱され発火するおそれびあり、火災の原因になリます。 


調理の際は 

0 •加熱中や加熱後および再加熱の際は、鍋に顔を近づけたり、のぞき込まない 

水などの液体やカレー‘みそ汁 • 吸い物 • 牛乳などの煮物 • 汁物が突然沸とラ(突沸）して飛び散つ 
たり、鍋び跳び上びることびあり、やけどやトッププレートび割れるおそれびあるため、加熱中 
や加熱後および再加熱の際は鍋に顔を近づけたり、のぞさ込まないよラにしてください。 

〇 •調理するときは食ネオの加熱が態を均一にずるため乂力を弱めにし、よくかを 
混ぜる 


巧用中(調理中)•使用後は 

0 •使用中や使用後しばらくはトッププレートやオーブンドアおよび庫巧などの高湿部に触れない 
•鍋•鍋の取っ手などの高温部に触れない 

•炒めもの•焼きものなど、少量の油を入れて予熱ずるとをや、予熱の後で油を入れて調 
理するときは、そばを離れたり、加熱し過ざない 

使用する油の量が少ないため油温び急激に上び0、発乂するおそれびあります。加熱じ過ぎないよ5火力を 
こまめに調節してください。 

•市販の電磁調理器カバー‘金を使わない 

安全機能び正しく働かない原因になります。 

《トッププレートの上にのせて、その上で調理をすることでトッププレートの汚れを防ぐちのです。 


トッププレートの上は 

0 •トッププレートの上に乗ったり、物を落としたり、衝撃を加えない 

万一ひびび入ったり割れた場合は、電源と専用ブレーカーを切って使用を中止し、すぐに修理を依頼してください。 
• トッププレートの上に鍋、やかん、フライパンなどの調理器具 L ソ外のものは置かない 

下記のちのは特に注意してください。誤って加熱した場合、火災や破裂してやけど•けがの原因になります。 
•カセットコン□、ボンべ、吿詰など •スプーンなどの金属製小物 

•アルミ製容器やパック （5 どん等び入った簡易容器)、 •その他可燃物や引乂物(まな板、ふさん、紙、油 

レトルトパック（アルミ瘡を使用しているパック）、紙 など） 

パック(内側にアルミ道を貼ったもの)、アルミ遣など 

〇 参トッププレートの光センサーの巧れは、きれいにふき取る 

光センサーび巧れていると、鍋の温度び正しく検知でさない場合びあり、発乂のおそれびあります。 









































安を上のごま意 (つづさ) 



♦义災•感電•けび•やけどの原因になりまず。 


本化は 


使用後は 

•吸•排気口やずき間にピンや針金などの異物を入れない 


•使用後は電源を切る 

1 X 1 •販•排気口に指を入れない 


使わないときは、前面操 

V ^ •本イ本や吸•排気口に水などをかけない 


WW 作パネルを収納して電 

•子供など取り扱いに不慣れな方だけで使用させ 


ミ原を切ってください。 

たり、乳幼巧に触れさせない 


•長期不巧のときは専 

•カーテンなどの可燃物の近くで使用しない 

V y 


用ブレーカーを切る 

k. _ J 


A 汪忌 


♦义災•感電•けび•やけどの原因になりまず。 


使用ずる方は 


〇 


医療用ペースメーカーをお使いの方は、本製品 
のご使用にあたって医師とよくホ目談ずる 

本製品の動作びペースメーカーに影響を与えることびあ 
ります。 


0 


調理]^ソ外の用途に 
使用しない 

湯たんぽなどを加熱 
しないで < ださい。 
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巧用中(調理中)•使用をは 

0 •鍋は不安定な状態で使用しない 
•鍋の下に紙やシートを敷かない 
•あ5かじめ加熱した油で揚げもの r 揚げ」を 
使わない 

油の温度を適正にコント□ールでさないため、発乂 
するおそれびあります。 

•本体前方に物を置かない 
•空だきや必要似上に加熱をしない 

鍋底の薄いもの、反っているフライパンや鍋は「強火」 
で予熱するとホ熱したり変形するおそれびあります。 
空ださなど異常に高温になった場合、トップフレート 
び変色することびあります。 

•乂気を近づけない 

•吸•排気カバーをふさいだり、の•排気力 
バー付近に手、顔、鍋の取っ手を近づけない 
•トッププレートの上面操作パネルの上に、 
熱い鍋などを置かない 

• トッププレートの上に直接食材を置いて調 
理しない 

•使用中は本体か5離れない 


〇 


•揚げもの調理中は、飛び散る油に注意する 
•油煙び多く出た5電源を切る 


才ーブンほ用中に 

•オーブン使用中に調理物 
が発煙•発乂した場合は、 
次の手順で消乂ずる 

•消乂するまでオーブンド 
アを開けない 

性気び入り、炎び大きくなります） 


〇 


①電源を切る- 

⑤吸•排気カバー全体をめれたタオルで 
ふさぐ 

※このとき才ーブンドアの周囲から煙び出ます。 
③ 専用 ブレーカーを 切る 

※オーブンドア(ガラス窓)に水をかけない。 
(ガラスび割れます） 



お手入れは 


〇 


お手入れは、電源を切り、 
本体が冷えてか5巧う 



♦义災•感電•けび•やけどの原因にな0ます。 


才ーブンを ffi 用するとを 


0 


•使用中や使用後はオーブンドア(ガラス）に水をかけない 

高温になっているところに水をかけると割れるおそれびあります。 


•オーブンドアを持って勢いよく引き 
出したり、持ち上げなが5引き出し 
たり、またオーブンドア やレールに 
強い力を加えたりぶ5さが5ない 

オーブンドアや過熱水蒸気用水タンク、焼 
網、受皿などび落下して、やけどやけびを 
したり、破損の原因になります。 

•受皿が破損した場合は使わない 

キャビネット巧に水などび落ちる原因にな0ます。 

•使用中は本体か5離れない 


•少量の調理物を長時間調理しない 

発煙 • 発火するおそれびあります。 

•過熱水蒸気用水タンク•受皿には水似外のもの 
(アルミホイル•クッキングシート•才ーブンシー 
卜•グリル用の石など)を入れて使用しない 

脂び過熱し、発煙 • 発火するおそれや調理びラまくでさ 
ないことびあります。 

•同じ食品を繰り返し調理しない 

発煙 • 発乂するおそれびあります。 


〇 


•使用中や使用後は、オーブンドア、過熱水蒸気用水タンク、焼網、受皿、レールは高温に 
なっているので、お手入れをするときは十分冷えていることを確認してか5行う 

•オーブン庫巧やレール•ホルダーや過熱水蒸気用水タンク、受皿は、魚などの脂がたま 
5ないよう使用のつど掃除し、定期のにお手入れをずる 

続けて使用するときは、受皿にたまつた脂を捨て、ミちれをきれいに落としてください。 


次の点ちごを意<だをい 

•トッププレートの上で、阻ジャー炊飯器な 
ど電磁誘導加熱の調理機器を使わない 

磁力線によ0本製品び故障する原因にな0ます。 

•キャビネット(本体をち•下側）に調が料•食 
品などを置かない 

本体からの排熱により、調な料 • 食品などの変質の原因になります。 

•前面操作パネルに煮汁などを付けたまま収納しない 

煮汁などび固まって前面操作ノ くネルび開かなくなるお 
それびあります。 

•吸•排気□に水などをこぼさないようま意ずる 

キャビネット内にかなどび落ちる原因になります。 

•プレートワクを鍋底でこすったり、プレート 
ワクに熱い鍋を置かない 

ステンレスの傷つさ’変色の原因になります。 

•トッププレートの上に鍋のふたや受皿、バー 
ベキュー用やホットプレート用の鉄板など 
を置かない 

ヒーターび通電すると加熱され、乂災 • 故障の原因になります。 

•を•ち IH ヒーター使用中は磁力(磁力線）が出て 
いるため、磁気に弱いものを近づけない 

•ラジオ•テレビ•補聴器など（雑音の原因になります） 
•キャッシュカード • 磁気テープ’自動改ホし用定期券など 
(記憶び消える原因になります） 


♦光センサーに直射日光が当たると誤作動ずることがある 

鍋の位置びずれたとさなど光センサーに直射日光び当たる 
と、鍋の温度が正しく検知でさない場合や通電を停止する 
場合びあります。鍋を IH ヒーターの中央に置いてください。 

•酸の強い食品がついた場合はすぐふさとる 

ジャム、レモン汁、梅を使った食品などを放置すると、トッ 
ププレート、プレートワクび変色する原因になります。 

•±鍋やガラス鍋、直乂用魚焼き器は使わない 

層 n 刷 または 層巧 isi 付、 riH で使える」と表示 
している±鍋やガラス鍋、直乂用魚焼さ器などでわ形状 
によっては[〇クッキングヒーターび故障したり鍋び 
割れたりする場合びありますので使わないで < ださい。 

♦ビルトインオーブンレンジと組み合わせて使用 
の場合、オーブンドアの取っ手の溫度にま意ずる 

オーブンレンジの排気でオーブンドアの取っ手び熱く 
なる場合びあります。日己]クッキングヒーターを使って 
いなくてを、オーブンレンジを使ラと吸•排気カバー部 
び熱くなる場合びあります。 

•上面操作ノ くネルに水などをこぼしたり、鍋底 
が触れたりずると誤動作ずることがある 

すぐに取り除いて < ださい。取り除いた直後はキー操作を受け 
付けないことびあります。5秒ほど待ってから操作してくださし、。 

•害虫 （ ゴキブリなど)が製品内に侵入ずると 
故障の原因となる 

適切な環境下でご使用ください。 


安全上のごま意 
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ほえる飾の種類 


銅の巧質とおがで、 ffi える〇使えない X を確認ずる 


•を•ち IH ヒーターには、財団法人製品を全協会の I 胃 WW \ またはマークの付いた鍋をおずずめしまず 


(鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください） 


■ 使える鍋のネオ質 


■ 使える鍋のお状 


材 質 

を•を IH ヒーター 

中央ヒーター 

鉄•鉄錶物•鉄ホー□一 

符 

〇 ※ホー□一鍋は空ださしたりこげつかせないように 
^ してください。底面のホー□一が溶けて焼さつき、 
トッププレートを破損する原因になります。 

ス 

テ 

ン 

レ 

ス 

鍋底に磁石がつ<ちの 
(磁性/ 18-0) 

〇 

鍋底に磁石びつかないちの 
(非磁性/18-8、 18-10) 

。 の厚さび1 mm を超え 
U ると乂力び弱くなります。 

〇 

多 

層 

鍋 

間に鉄を挟んでいるもの 
(鍋底に磁石がつくもの） 

。※間にはさんでいる材質で、 
W 劾赠わりまず。 

〇 

間にアルミを挟んでいるもの 
(鍋底に磁石びつかないちの） 

X 加熱でさません 

〇 

アル5•銅 

周© 

X 加熱でさません 

广 ※巧ち出し錫は変おしたり、 

() 火加硕くなったりする 
一 場合があります。 

ガラス•陶磁器(±鍋など） • 

直乂用焼を網 

X 加熱でさません 

※層 WI または眉娜’〇閒1 
付、 IH で使えると表示 
しているものち含む。 

X 加熱でをません 
※超耐熱ガラスは使えます。 


- - N 

銅底の直往 

左•右 IH ヒーター 
…12〜 26cm《 


i_r 

H ~~ H 

中央ヒータ ー 

直埋 

…12〜 18cm《 


銅底のおげ 



平らなもの 〇 1 r 
反りや脚が 3 mmW 下 



丸いもの X 口 


※鍋底の直径び大きいと、調理物に 
よっては仕上びりにムラびできる 
場合びあります。 


適温調理で使えるフライノ \:ンについて 


次の推奨フライパン•鍋をご使用ください。 

推奨フライパン （2009 年9月現在） 

品名：フライパン型式：10686己※ 
、希望ル売価格：11.日己0円（税巧11.000円) 



推奨フライパン （2009 年9月現在） 

品名：フライパン （7 層フッ素加工）型式： DF -24《 
希望ル売価格： 28.3 日0円（税巧 27.000 巧） 



推奨いため鍋 （20 日9年9月現在） 

品名：いため鍋型式：106834※ 

^ 希望ル売価格：1 2. 600円（税巧12.000円) 



推奨卵焼さ （2009 年9月現在） 

品名：卵焼さ型式：106872《 

希望ル売価格： 6.090円（税巧己. 800 円） 


♦ 眉日閒 I または 詹励綱邸 I がのフライパン•銅で、次のを 
のを使用してください。 



を•ち IH ヒーター I 

鍋底の直径 

12〜 26 cm 

鍋底の反りや脚 

3 mmi ^ ソ下 

鍋底の厚さ 

1ソ上 


♦推奨卵焼さは卵焼さ用のため、適温調理 r 卵焼さ」でご使用 
<ださい。 

0 上記 W 外のフライパンを使わない I 
油び過熱され発乂するおそれびあります 。 j 



揚げもの「揚げ」で使える鍋について 


揚げものは、必ず付属の天ふ" 5鍋をお使い < ださい。 

•鍋底び平らなをの(鍋底の反り1 mmL ソ下） _ 

0 付属の天ぷら銷切がは絶対に使わない 
乂災の原因になります。 


概リメ ニ ュ—「湯沸かし J 「炊飯 J で使える細こついて 


「湯沸かし」「炊飯」には 国日閒 または 国 付の鍋で次 
のちのを使用してください。 

'弓沸かし 

•鍋底の直径び15〜 23 cm のちの 
•鍋底び平らなもの(鍋底の反りや脚1|111711；(下）^ 

湯 沸かし推奨ケトル に009年9月現在）品名：ケトル 

型式：1〇 6346 《希望ル売価格：10. 5 〇0円 ( 税あ10.000円） タノ 

炊飯 

♦鍋底の直径び18〜 20 cm 、 鍋底の厚さ1(上のをの 
•鍋底び平らなもの(鍋底の反りや脚1 mmLU 下） 

•ホーロー鍋はこげつをやすく、使用でさません。 


炊飯推奨鍋に009年9月現在）品名：両手錯 心^ぶ^ 

型式：146083 FJ 《 ~ 希望ル売価格： 7.875円(税巧7.500円 _ 

※お買い上げの販売店にご相談ください。希望ル売価格は価格改定 
に伴い変更する場合びあります。 
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お手持ちの銅を巧認する 


参ち IH ヒーターで説明しています。（左•ちどちらの IH ヒーターでち確認でさます) 



〇 


確認する鍋に水（約200 mL ) を入れ、 
IH ヒーターの 中央に置く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプび点なしまず) 



中乂 


を巧し、ランプを点打させる 




を約1秒卿し、通電ずる 


义力表示を見る 


hiiiiiL 


n 


0 


確認び終わったら 

を J 甲し、通電を切る 

続けて使わないとさは 


電源 

切/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします） 


I を押してから[^乂 I を押しても通電でさます。 


使える銅、巧えない銅の表お 


使える鍋は 

乂カバーが点打し、加熱び始まりまず。 


爲 


n 


火カバー ー! 


使えない鍋は表示部がホに変わり、乂力 
バーび交互に点、なし r 鍋確認」を表示する。 


广, 



「鍋確認」表示- 


の 


約 3 日秒後にブヴーび鳴り、表示び消え、自動的 
に通電を停止します。 



>トッププレートの温度び約80むじ(下になるまで「高 
温注意」表示をします。 


1 ! 






























































































































































IH I クッキングヒーターでの調巧の手順 



鍋底が平 5 で直径が 12 〜 26cm 
の鍋、やかん、フライノ《ンなど 



揚げをの ) 


揚げ 


感百調理 


ステーキ（焼く） 
炒め（炒める） 
卵焼き（焼く） 


申户 


C 便利メニューつ 

炊飯_ 

湯沸かし 

煮込み 


© © 


4し 


C 調理メニューつ 

魚丸焼を 
つけ焼を 
切身•干物 
ピザ 
グラタン 
鶏•野菜 


ルシー選択 

切身•干物 
鶏•野菜 




手動 コース 


卜一乂卜 
オーブン 
魚焼さ 




オーブン 


揚げちのは必ず付属の天ぷら銅 
を使う 


適温調理には 再 P .10] に記載の 
フライノじ^を使ラ 


[ Mm または MM 晒付で 
銷底が平5で直径が18〜 20 cm ①銷など 

「負" M 1 または f 画 Mil がで~ _ 

銷底び平らで直径び1日〜 23 cm の銷など 

鍋底が平 5 で直径が 12 〜 26cm 
の鍋、やかん、フライノてンなど 


. 一 -^ 

で 、 

1温める 


鍋底が平 5 で直径が 12 〜 1 目 cm 
の銷など 

一 

-\ f -\ f - - 




器や型の高さは 4 cmm 下 


l -» P .33 l 

※週熱水蒸気用水タンクは、はず 
して < ださい。 


器や型の高さは 4 cmm 下 


林 P .39 J 

※過熱水蒸気用水タンクは、はず 
して < ださい。 


過熱水蒸気用水タンクを使う。 

林 P ^4、 3 已1 




mm 


1991 


使える鍋など 


使える ヒーター 




調理にあった準備をずる 


材料を鍋などに入れ、ヒータ—の中巧に置く 


材料を焼網に置< 


产 Z 






才—ブンで調理ずる 
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調理にあった乂力、または 
メニューを設定し通電ずる 






調理する 


調理のあとは 


中央ヒーター操作部 


左 IH ヒーター操作部 


jt * 


ち IH ヒーター操作部 





電源 


オーブン操作部 


ヒーター 


- ► P .16-27. 


ヒーターの使いかたのポイント 林 P .15) 

〇 電源を入れる 


電源!^ 
の/入し 


@ 火力またはメニューを選ぶ 


ろ义 I 弱义 1 中义 I 沒义 

m 

咳） 


巨! 


® 通電をスタートする 

m 


各 P .30 〜40 1 


才ーブン 


才ーブンの使いかたのポイント け P . g 8、 29) 

〇 電源を入れる 


巧源 

の/入 


@ メニューまたはコースを選ぶ 


メ 12- ^^シ- 

油 LmJ 


訝 


® 通電をスタートする 

凰 


■調理の仕上がり 
具合に合わせ、 
火力を調節する 


I 


I 


魯感避) 


才ーブン 


■タイマーを使う 

■ 

画 f 今 P .41 J 

感适)@ 


わ け P .36] 


才ーブン 


卜 ► P .38 I 



■調理が終わった 
ら、通電を切る 

m 

感感麼） 

閣 

回 


•調理が終了するとメロ 
ディーが鳴り、自動的 
に通電を停止します。 

•調理メニュー、ヘル 
シー選択で調理後、 
焼きが足りないとさ 
は「追加焼さ」をして 
ください。 Op .40〕 


■続けて使わな 
いとさは電源 
を切る 



■お手入れする 

P .44 〜47 J 

•トッププレート 
•プレートワク 
•光 tZ ンヴー 
•吸•排気 カバー 
•吸気ロポケット 
•天ぷら鍋 
•前面操作パネル 
•才ーブン 


g ミ丰ングヒ ITPQ 調理の手順 
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消費電力とま全機能にごいて 


複数のヒーターや才ーブンを同時に使ラ場をは、を計の 
消費電力が超えないように、自動的に义力を制限しまず 


•総消費單力（己. 8 kW または 4.8 kW ) lU 内で同時に使えますび、総消費單力を超えないように自動的に乂力を制限します。 
C 総消費電力の切り替えについては、お買い上げの販売店にご相談ください厂:ク P . 詞 ) 

•乂力び上げられない （ r ピピピッ」と鳴る）。 

• キーを 押してを スタート でさない。 

参左•ち IH ヒーターで同時に揚げもの「揚げ」はできません。 

•左 IH ヒーター、オーブンの同時使用時は、左 IH ヒーターの最大乂力は「9」までです。 


他のヒーターの乂力を下げてから再操作してくださし、。 


消費電力の目巧 


左•ち IH ヒーター 


义力 ) [ }]1 ?l[3][y|l 5 iLsJUlJLBjr 3 |l 10 If { り 。? 


消費更力 100 W 相当 200 W 鹏 300 W 400 W 500 W 800 W 1.1 kW 1.4 kW 1.6 kW 2.0 kW 2.6 kW 3.0 kW 


中央ヒーター 最大 1.2 kW 
才ーブン 

韵理メニュ ー I 1.2 kW 


[ 揚げもの1 

[ 適温調理 ] 

[ 煮込み 


湯沸かし1 

最大 1.5 kW 

最大を OkW 

寅大500 W 

虽大 l.lkW 

虽大 2.5 kW 




手動 コース 


トー乂卜 


魚巧き 


1 .2 kW 720翻当 

600 W 相当、900 W 相当、 1.2 kW 


こんなとをはを全機能が働をまず 


巧能を 

巧知内容 

自動停止•表示巧客 

銷無し自動停止 

通電中に左•ち IH ヒーターから鋼をおろしたり、 
銷の位置び大さくずれた。 

約30秒後にブヴーび鳴り自動的に通窜を停止します。 

(が130秒巧に戻せば通强ま粧続されまず） （— ► P.A 日） 

細ルあ燃 Q 自動停止 

左•ち IH ヒーターの上に、ナイフやフォークなどの 
金属製ル物びある。または直淫のルさな銷びある。 

約30秒後にブヴ-が鳴り自動的に通运を停止します。徐属製ル 
巧を取り除くか、または努を瓣してくださし、）1 今 P .4 日 J 

援げもの飯り觀自腑止 

天ぶ5鍋の銷底の反りや変おび大さい。 

ブプーび鳴り自動的に通逗を停止します。 

(銷を交換してください） (- ► p . sa 1 

上酿作觸誦輔 停止 

±1操作パネルに麵びふきこぼれたり、：? Ki などび巧着している。 
上面 揉 作パネルに 絮 などを置いている。キ-を尉 P ししている。 

上面操作パネルの表示に 1 び 1 と表示し、約10秒 
をにブヴーび鳴り通電を停止します。 （- ► P .49 ) 

切りちれ防止自動停止 

ヒ -5^-1 離、あ45儘1した。(手動]-スけ-すノ」「魚巧き」 

は約30分、「トスト J はが10分、這温調理は階亂表示を糾5分） 

ブプーび鳴0自動的に通電を停止します。 

(•► P .4 目） 

週觀防止自動停止 

銷底温度び異常に上昇した。 

吸•排気□びふさがれたりして、本体内部の温 
度び異常に上昇した。 

义力勒御しても势底湿度び異常に上昇した場合は、プヴーび鳴 
り自動的に通電を停止します。鄉励)献、麵着、または吸 • 
排気□を確認して < ださい)乂力び弱い場合や努の種類によっ 
ては、この樣能び働かないことびあ0ます。 (- ► p.sa ] 

才■ブン遇熱防止自動停止 

才ーブン庫巧の温度び異常に上昇した。 

ブプーび鳴0自動的に通電を停止します。 
(オーブン庫巧を冷却してください） l -> p .53 ] 

高温注意表示 

トツフフレートや才ーブンび高温(約目0むじ(上）に 
なつている。 

「高溫を意」表示び消えるまで触らないようにしてく 
ださい。逗源を切ってち温度び下びるまで表示します。 

オートパワーオフ 

電源 r 入」のが態で、約10分（または約30分） 
放置された。 

自動的に電源び切れます。 

(r 高湿注意 J 表示を行っているときは働きません） 

C 才一 

トパワーオフの時間の切り替えについては、お買い 

ヒげの販売店にご巧談ください (- ► P .54 ) ) 
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ヒーターの使いかたのポイント 


銅底の厚さや巧れにを意して<だをい 


•鍋底の厚さが薄い （ O . SmmliTF ) 銅は強乂でのご使用は控 
えてください。（鍋底変形の防止） 


•鍋底の水分や巧れ、付着物はふき取ってか5ご使用くだ 
さい。（鍋の移動や蒸気の噴出、トップフレートの巧れ防止） 


お 


底の薄い （ O . SmmUTF ) 
鍋で炒めものを巧うとさ 
は弱めの火力で行う 



水分や汚れ、付着物はふさ 
取ってか5使う 


銅は、ヒーター说表示）の中巧に置ま、ち•右 IH ヒーターの 
場をは、銅底びがセンサーの上にあることを確認しまず 


光センサー 



，节 ，皿.-： \ 


鍋が、光センサーの上に置かれていない場合や、光セン 
ヴーの上に置かれていても左•ち IH ヒーターの中央か6 
大をくずれている場合は、鍋の確認がでさず、安全のた 
め通電を停止したり、乂力が入 S ないことがあります 



銅の加熱が早いので、そばを離れず、こまゆに义力調整しまず 



■liUH 


關 I とろ义 I ぉ义 I かり強火 ]「◄ I ► I 「の I ドニ ]-1 

1。巧し L ■ ■ — ■ J 


イン f 


こまめに乂力 
調節する 


同じ銅でも、ちちの IH ヒーターによって义力び異なる場合びありまず 


♦ IH ヒーターの特性や冷却具合び左ちで全く同じにはな S ないため、同じ鍋でち乂力が異なる場合があります。 



•使用中に鍋から r ジ ー 」、「カチカチ」、「キーン」などの音が出る場合びあります。 

これは磁力（磁力線）による鍋の振動で、異常ではありません。そのままご使用ください。 

•使用中や使用後しば5くは、本体内部の温度上昇を抑えるために冷却ファンを回します（最大約10分）。 
そのため冷却ファンの音と本体から少し風が出ます。異常ではありません。 


消費電力と安全機能について/ヒータ—の使いかたのポイント 
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^ ゆでる•煮る•蒸す•焼 < • 妙ゆる•温める 


お巧みの义力で調理しまず 


左•む IH ヒーターが 
使えます 



>ち IH ヒーターで説明しています。 



〇 


材料を入れた鍋を IH ヒーターの中央に置き、 
鍋底が光センサーの上にあることを確認する 


•光センヴーの上に鍋がない 
が態を継続してち、鍋振り 
などを考慮して乂力を抑え 
て通電しますので、鍋の溫 
度の上がり過ぎには十分注 
意してください。 



電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


電源を入れる (ランプが点なしまず) 


■ 


■ 


とろ义 I 弱乂 I 中乂 I 強乂 




希望の乂力を押し、 

ランプを点なさせる 

• 「乂力」キーを押した後、約10秒政巧に r 切/スタート」 
キーを押さなし化ブヴーび鳴り自動的に解除されます。 

■ 


ぺ 


乂力を設定ずると 

•設定した乂力を液晶の色で表示します。 

左•ち 1 H ヒーター 

とろ乂 厂 


乂 


中义 I 匿君ち^ 強义 



0 


を約1秒押し、 通電する 

通電をスタートすると設定された乂力を表示します。 


調理ずる 


調理び終わったら 

を}甲し、通電を切る 

続けて使わないとさは 


通電をスタートすると 

♦ノ（一の数と数値で火力を表示し、加熱び始まります。 

を•ち IH ヒーター 

とろ乂 顧 — y I 弱义 

中 乂 IIU1IU! 心 - l(J 




強义 


•液晶表示は操作終了から約10秒後に減光します。 
再度操作すると元の明るさに戻ります。 

通電スタート後、調理に含わせて火力を調節 

•火力は r 1」〜 r 12」まで調節でさます。 



♦調理中に火力を調節するには 

国 ■ ■ ■ 


とろ义1弱乂中火1強乂 

または 

◄ 

► 


電源 I 
の/入 I 


I を巧し、電源を切る 

(ランプが消なしまず） 



タイマーを使うときは [- » R 4 n 

• トッププレートの温度び約8ぴ cm 下になるまで 
「高温注意」表示をします。 

点滅、丽イン 



16 参!^を巧してから 、I とろ义 I 獄り中义 I 強义 1を巧しても通電できます。 


义力調節の目を 



養 




玉ねぎ； 

ホワイト!ソース 
焼さそは’•妙、飯•野菜炒め 


カレーのル 
みそ汁 



卵焼き•オムレツ 
ハンバ卡グ•ざようざ 
肉類： 


の 


) 


煮魚など 



鳥とうさせみ 

とさ ! 



茶わん蒸し 
シュウマイ 


ひと煮立ち 
しさせるとも 


煮立てる 
とさ 


fi とうさせる1 
とさ , 


V 


乂力 

{ 


3 

し！ 

消費電力 


200 W 

相当 

300 W 

400 W 


カレーなどのとろみのあるち 

參 



調 

理 

例 


ゆでる 


煮る 


蒸ず 


焼く 


炒める 


温める 


•火力 n 2」は火力び強いため、特に少量の材料を調理するときは、鍋やフライパンを傷めるおそれびありますので、 
乂力を下げることをおすすめします。 

♦火力 r 12」の連続使用時間は最大約10分です。10分を超えると自動的に乂力「11」に下びります。 

•火力 n 1」「12」の連続使用時間は合計で最大約15分です。15分を超えると自動的に火力「1〇」に下びります。 


yumfi^ 

Q 


盤化 
言口 


♦炒めもの•焼きものなど、少量の油を入れて予熱ずるときや、予熱の 
後で油を入れて調理ずるときは、そばを離れたり、加熱し過ぎない 
使用する油の量び少ないため油温び急激に上がり、発火するおそれ 
びあります。加熱し過ぎないように火力をこまめに調節してくださし、。 
•加熱中や加熱後および再加熱の劇よ、鍋に顔を近づけたり、 
のぞさ込まない 

水などの液体やカレー•みそ汁•吸し、物•牛乳などの煮物- 
汁物が突然沸と5 (突沸）して飛び散ったり、鍋び跳び 
上びることびあり、やけどやトツフフレートび割れるおそ 
れびあるため、加熱中や加熱後および再加熱の際は鍋 
に顔を近づけたり、のぞき込まないようにしてください。 



〇 


♦調理ずるとさは食材の加熱が態を均一にずる 
ため乂力を弱めにし、よくかさ混ぜる 


杂 


Lwm 

© •調理中はそばを離れず、調理の仕 
上がりに合わせ、乂力を調節ずる 
参鍋底の薄いもの、鍋底が反ってい 
るフライパンや鍋などは r 中乂」 t ソ 
上で予熱ずると赤熱ずる場合びあ 
るのでま意ずる 

•乂力が強い場合、銅ややかんのお 
がなどによってはふきこぼれたり、 
蒸気が勢いよく出るおそれがある 
ので、沸とうした5 乂力を下げる 
•煮込みなど長時間後使用時は、遠 
中でかさ混ぜるなどし、ふさこぼ 
れやこげつかせないようにずる 
特にタイマーを使用ずるときはこ 
げつさにま意ずる 



Bl 《お好みの乂力で調理をずる〉ゆでる•煮る•蒸ず•焼 <• 炒める•温める 
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參揚げる 


揚げらの 


設定活肋お船せ、調理が！備をコント□-ルしまず issEiF 



•揚げもの調理をずるときは、必ず付属の天ぷら鍋をお使いください。 (^ p.io 
•ち IH ヒーターで説明しています。 



aa サイン 



■ 漏 


とろ义弱义中乂強义 


© 


メニュ- 


•♦-"^^ 




を 


20 Og 〜80 Og の油を入れた付属の 
天ぷ目鍋を IH ヒーターの中央に置き、 
鍋底が光センサーの上にあることを確認する 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


〇 

電源を入れる(ランプが点なします） 

I メ こ]- 1 を巧し 、 r 獄ず J を 
点滅させる 

@ 

0 


•光センサーの上に付属の 
天ぷら鍋がない場合は、 
安全のため通電を停止す 
ることびあります。 



光センサー 


付属の 
天ぷら鍋 


メニュー選択 


J I ( 点减) 329イン 


r …〔揚げ 1 ►区テ T#( 炒めつ►[臟 




H 〔巧飯〕◄【保溫 M 煮込み 1 . : 


を押し、 油温を設定ずる 


設定油温 

[!顿新柳ィぉ咖かり观供舰か!!範イい腑 



を約1秒押し、通電 ずる 

メ □デイーび鳴ったら適温です。 



0 

© 


た5調理ずる 


>200旨の油で調理する場合は調理物をこま 
めに裏返してください。 


調理び終わったら 

を押し、 通電を切る 

続けて使わないとさは 






♦予熱が完了するとメ □デイーが鳴って、 
「適温」を表示します。 

•800 g の油で約10分かかります。 


メ □デイ与 




電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なしまず） 


• トッププレートの温度び約80で於下になるまで 
「高温を意」表示をします。 



す y 〇 グ - 


13天ふち銅のお手入れは ^ P .45 ) 


設定油温の目ま 


付属の天ぷ5鍋•油80 Og (880 mL ) の場合 


ミ n # み 
巧疋 

油温 


晒 

配 

mo ion 

I fU 1 Ou 

13 G 

c * lIS 

調 

理 

例 


物 野菜の油通し 


m ife - 




! / / ■^ 、么、ホ口 

I An 巧 M ロロ 

户カツなど） 




1 參 

) 霄ゎ更甲げ 




@( 

戀 

塞 雰媒ぃも 

魚の丸獄ブ 




野菜（し 1 
とぅふ揚 

しとう辛子、しその葉など）天ぷら 
げ ミ 




•設定油温は調理時の溫度目安です。油量や材料により異なります。また材料び入っていない場合は、やや高めの湿度になります。 



化 


♦义災-やけどの原因になりまず。 


揚げもの調11中は [ •揚げもの調理の際、油は炎がなくても発乂のおそれがありまず ） 

0， £三|で;^|5品，ご品違 i 天ぷ5鍋なかを使用すると 


•揚げちの調理中はそばを離れない 
•巧厲の天ぷ5鍋!^ソがは絶対に使わない 

市販のフライノ くン•鍋は使わないでください。付属の天ぷら鍋1；^外を使用すると 
温度調節機能び正しく働かないことびあり、乂災の原因になります。 

•鍋底がをおしたちのは使わない 
争油は50 Og (550 mL ) 未満では調理しなし、 

油は日0 Og (550 mL ) 〜8日 Og (88 日 mL ) の範囲で調理してください。鍋び違ったり油量び少ないと、油 
び過熱され発乂するおそれびあります。また油量び多過ざると、あ而れてやけどや乂災の原因になります。 


〇 


•油煙が多<出た5電源を切る 
•鍋は IH ヒーターのや巧に置く 
•必ず揚げもの「揚げ」を使用ずる 

手動によるお好みの火力では揚げちの調理をしないでください。油の溫度を適正にコント□—ルでさない 
ため、油び過熱され発乂するおそれびあり、乂災の原因にな IJ ます。 


♦次のような場合、揚げもの鍋反り検知自動停止が作動し、通電を停止することがあります。 


)) 


•鍋底び反っていたり、変形した鍋を使用した場合（鍋を交換する 
(鍋底の反りは1 mmLil 下のをのをご使用ください） 

-鍋底やトッププレートに異物や巧れび付着している場合（お手入れをする (^ P .44. 45 ]) 

-予熱中に油を注ざ足した場合（揚げもの r 揚げ」の設定をし直すし 今 P .181) 

※油の種類によっては油煙び出る温度び異なります。（油の説明書を確認してください） 
※付属の天ぷら鍋は絶対に空ださしないでください。 

※再使用油は油煙び出やすくなります。 

•揚げもの調理中に隣のヒーターで湯をわかすなどをする場含、湯が跳ねて油の中に入らない 
よラに乂力の調節にま意してください。 

•廃油凝固剤を使用する場含は、廃油凝固剤の取扱説明書をご覧ください。 

•天ぷ5鍋の鍋底に垂れた油び固まり、トッププレートが茶色くなることがあります。 

巧れている場合は、お手入れをしてください。 (•► P .44、45 J 
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B ヘメニューを選んで調理ずる〉揚げる(揚げもの) 





































































































































































參焼く •妙める 


C 適温調理） 


ホ熱完了をお知5せ、離宜度旧安)を約1日分間キ-プします 


左•ち IH ヒーターが 
使えます 



♦使巧できるフライパンには制限があります。 [- > P .10 1 
♦ち IH ヒーターで説明しています。 




とろ义弱乂中乂強乂 


ィ丄 ► I 问同^ 




かを 


•鍋の溫度を正しくはかるためフライパン 
を IH ヒーターの中央に置き、鍋底が 
光センサーの上にあることを確認する 
•フライパンに適量の油を入れる 


イ 


〇 電源 f 
の/入し 


口 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプび点なします) 




© 

〇 


臣ュ - I を押し、「ステーキ」または「妙财 
または r 卵焼き J を点ミ威させる 


■ 


を押し、温度を設定する 




■ 


を約1秒巧し、通電 ずる 


1砂巧し 


© 


銅の遍度を正しくはかるためフライパンを中央か目動かさない 
メ □ディーび鳴ったら予熱完了です。 


予熱が完了した5調理ずる 


>連続して調理する場合は、手早 < 調理物を器に 
盛り、フライパンを戻してください。 


調理び終わったら、または火力を調節したい場をは 


■ 


を巧し、通電を切る 

•乂力を調節したい場合は、お好みの乂力でご使 
用 < ださい。 【今 P .16〕 




続けて使わないとさは 


電源 f 
の/入し 


] を巧し、電源を切る 

(ランプび消なしまず) 




•光センサーの上にフライ 
パンびない状態を継続す 
ると、安全のため通電を 
停止することびあります。 


光センサー^イパン 



メニュー選択 


C こ保這巧沒 





[揚げ〕►(ステ-巧►[妙め]が瞧き]►慶沸かを. 


H 陣の◄【腳]イ I 煮这み 1- 


設定温度 


1ステ-キ j : ISO イトミ卵 ! かぶ!日が日◄い如か巧日か ？ so 
[炒め I リロか I 孤か巧日◄い邮イい I いい孤か?如 


謂言] . WG イト狐!か.服;か i 門日か I 抓か巧日か巧日 

• 胳メニ：!-を選んだときの遍度です。お!跡の湿度に設定してください。 

•設定温度は目安です。調理物の種類や数量、鍋の種類， 
材質•形がなどによ D 実際の溫度と異なる場合があ0ます。 
♦調理中を設定溫度を変更でさます。 

•メニューを変更する場合は一度通電を切った後に再 
度設定し直して < ださい。 


予 

熱 

中 


1 ^% 



適 

:曰 

/皿 


-を S ヴィン 

麵 3 3 n み点口） 

ここり 、、一 ^?^胃 

•予熱び終了するとメ□ディーび鳴って、 

•約50秒で r 適温」表示になります。鍋の種類•材質や 
形状などや鍋底の初期温度によっては約1〜3分か 
かる場合びあります。 I 今 P .10 J 
• 「適温」表示後、約1已分で自動的に通電を停止します。 


•トッププレートの温度び約 80 t ) m 下になるまで 
「高温を意」表示をします。 


H 
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巧定活ちの目巧 



•トッププレ-卜の光センヴ-び巧れてし、ると、銷の温度が正しく検知できない場合びありまず。 

巧れを取り除いてください。 [-» P ,44 J 

参—設定湿度は目まです。調理物の種類や分量、鍋の種類•材質•形状などにより実際の温度と異なる場合があります。 
お好みの仕上がりにな5ない場合は巨！旦により、設定湿度を調節してください。各メニューごとの—設定 
温度範囲内でも不十分な場合は、一度 H を押し、お好みの乂力でご使用ください。 [- » P .16.17) 
争フライノ くンを連続して使用ずる場合(高温が態から通電をはじめた場合）などは、設定温度と実際 
の溫度の善が大をくなる場合があります。フライノ くンを十分冷ましてか5ご使用ください。 

• r 適温」表示を、すみやかに調理をはじめてください。空だきの状態でフライパンを動かしたり、 
放置したりずると、鍋の温度が高温になることがありまず。 


•予熱途中でフライパンをとりかえたり、動かしたりしなし、でください。 

•油煙び多 < 出た目電源を切って < ださい。 

•フライパン规 H ヒーターの中央に置き、調理中はそばを離れないでください。 

• 「適温 J を表示するまでフライパンに材料や水を入れないでください。 

•適湿調理に適したフライパンを使用しないと、適温にな S ず通電を停止する場合があります。その場合は、 IH ヒー 
夕一で使えるフライパンかどうかご確認のうえ、お好みの义力でご使用ください。 OP .10、 11、16、17〕 


《メニューを選んで調巧ずる>焼く•妙める(適溫調理) 














































































































































































煮込み加減を設定し、煮込みまず 


C 便お J メニユ ー） 


左•ち 1 H ヒーターが 
巧えます 



•ち IH ヒーターで説明しています。 



〇 

© 

〇 


材料を入れた鍋を 
IH ヒーターの 中央に置く 


•鍋の大ささは、材料と煮汁を入れたとさに鍋の高 
さの1/2〜1/3 く 5いが適しています。 

•煮汁の呈は材料が漫るく 5いが目安です。 

•調理物を沸とラさせてから煮込んでください。 

参煮込みのでさる量は約1 .4 〜 2.0 k 甚までです。 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


電源を入れる(ランプが点なしまず) 


メ ニユー 選択 



■ 


问 を巧し、「煮込み J を 
点滅させる 


-[W>gF?^rw>[pw>iW-. 


H 日嫌〕 ◄( 關]◄【煮込み) • 


[ 


■ 




を押し、煮込み加減を設定する 


■ 



を約1秒押し、通電ずる 


1抄巧し 


•煮込み中はとさどをかさまぜて、こげつか 
せないようにして < ださい。 

•長時間煮込むとこげつく場合びあります。 


© 


煮込み加減の設定 

r ^ 




カレーやシチュー肉じゃび、筑前煮、ポトフ、おでんな 
などとろみをつ□ールキャベツど汁気の多い調 
ける調理や少ななどの調理に使理や量び多いと 
い量で調理するいます。 さに使います。 

とさに使います。 

•煮込み加減は目安です。様子を見なびら調節して 
<ださい。 

•煮込み中ち煮込み加減を変更でさます。 


煮込みび終わったら 

■ 



を押し、通電を切る 


続けて使わないとさは 


電源 f 
の/入し 


I を巧し、電源を切る 

(ランプび消なしまず) 




•最大約4己分で自動的に通電を停止します。 
タイマーを使ラとさは1 


• トッププレートの温度び約80で1 ソ下になるまで 
「高温注意」表示をします。 


匿 
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湯满かし 


便利メニユ ー) 


お湯が满いた5お知5せしまず 


•使用できる鍋（ケトル）には制限びあります。 P . 10 
•ち IH ヒーターで説明しています。 


在•ち IH ヒーターが 
使えます 




\ 1 、 が I jjT ni 


逐^ 

〇 


水を入れた鍋ややかんを 
IH ヒーターの 中巧に置く 




•常温のかをご使用ください。 

♦フ ja ソ外のだし汁やスープ、ミルク、むざ茶パック 
などを沸かさないでください。 

•水量は1〜 2 L (満水■の60%)までとしてください。 
•ふたをして < ださい。 


電源 

の/入 


[ 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプび点なしまず) 


@自 


を押し、「湯沸かし J を 


メニュー選択 


J 游 


^ / tPx/M ) M ヴィン 


点滅させる 




-〔揚げ ] ►医テ-キ 1 ►なめ >[ 麵き)►(湯沸か从… 


HC 無〕イ I 腳〕イ[煮 a の- 


〇 


■ 


を押し、湯沸かし調節をする " S 


湯沸かし調節 




■ 


を約1秒巧し、通電ずる 


沸さやすい場合 標準 

(低め） 


沸きにくい場合 
(高め） 


1が巧し 


r 高温ま意 J 表示中は通電できません 


♦お湯び沸くとブヴーび鳴り、約1〜5分間保温し> 
ます。 

•保温び終わるとメ□ディーび鳴り、自動的に通 
電を停止します。 


湯沸かし中 

店、たの開閉、水の追加はしないでください。 
お湯び沸くとブヴーび鳴ります。 




続けて使わないときは 


湯涛かし 


をッピッピ ‘j 


♦鍋の材質-大ささ*水温-水量などにより、お 
湯び沸く前にブザーび鳴ったり、沸いてもすぐ 
に鳴らない場合びあります。 


電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なしまず) 




• トッププレートの温度び約80で UTF になるまで 
「高温注意」表示をします。 户 ~^ 


か 

し 

這 

利 

メ 

ユ 
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參砍旗 


蒸5しまで义加減を調節して巧旗しまず 


参ち IH ヒーターで説明していまず。 


Q 便がメニュ ー） 


在•ち 1 H ヒーター が 
使えます 




© 巧料を入れた銅 片 P •巧 j を 
IH ヒーターの 中央に匿く 


〇 


S 巧 

は}/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


メニュー還択 


がかし脇ぶな 



電源を入れる（ランプび点なしまず) 


©白 


を巧し、 r げ飯 J を 


A 


r "-【 撮の►をトキ)►〔かめ〕►【脱き > i 满かん…; 


1 C 胤〕保盈]◄【煮蜘…… " 


1 I 


点滅させる 


お米の屋設定 


© 

〇 



I 非？ 3 


1カップ 


2カップ 


3カップ 


を巧し、お米の量を設定する かき加巧設定 



を 約1秒 押し、通電ずる 


rs 温逆 m ま示中は通電でをません 


•炊さ上げ後、蒸らしび終わると、メ □ディーび鳴 
り、自動的に通軍を停止します。 



炊飯び終わったら ずぐにほぐず 

続けて使わないとさは 


>お好みにより炊さ加減(銷底のこげ具合）び調節でさ 
ます。 

通ちスタート後のランプ点滅中（約10秒間）に 


を押しまず。 


か} 


弱め 


標準 強め 

※表示は1カツフを設定した場合 


y 


■巧 

巧/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプび消なしまず） 


• トップフレートの温度び約80で m 下になるまで 
r 高温注意」表示をします。 


匿 
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白米•お洗米が巧のコツ 


■お米の量は、計量カップで正しくはかる 

1〜3カップび炊けます。 

1カップは180 mL です。 

■お米はよく研ぐ 

最初はたっぷりの水かき混ぜ水を素早く捨てる。 


200 mL カップ(市販品） 


ISOmL カッフ(炊飯器用） 




お米は最初の水を吸い 
やすいので、ヌカ臭が 
付かないように素早く 
捨てる 


■研いだお米をざるに移し、水切りずる 



長時間の放置はしない 
(米割れによるべ夕つ 
さの原因） 


■水加減は、お米を平5にして、 
カップ数に合った水を入れる 



お湯は使わない 
旅び残る原因） 


1カップは 
180 mL 目盛1杯 




1カップは 

すりきり1杯 


「研ぐ•-すすぐ」を水びされいになるまで繰り返す。 



おこげやヌカ臭を防ぐ 
ためによ<すすぐ 


お米の 量 

水 量 

白米 

無洗米 

1カップ （180 mL ) 

220 mL 

240 mL 

2カップ (360 mL ) 

420 mL 

450 mL 

3カップ (540 mL ) 

550 mL 

630 mL 


•アルカリ度の高い水で炊飯すると、ごはんび黄色<なった 
りべちゃついたりする場合びあ.ります。 

•無洗米は必ず底からかさ憑だ、米と水をなじませてください。 


■約30分（冬場は1時間） liLb 浸し、十分にかを含ませてか5炊飯ずる 


巧を込みごはんのコツ 


カツ巧贿號を間違えて觸をスタ-卜した驗は 


•水量"，調巧料の分量だけお6ず（お米を浸すときは水だけで） 

•具の量〜お米の重さの約30%な下にずる 

•巧ま加減設定•- 3カップの場合は r 強め J (型 ） に調節ずる 

(1 ヵッブ、 2カップの場合は「標準」または「強め」） 

♦水と調な料は、炊く直前に入れ、 よくかき混ぜる。 

♦具は、お米の上に広げて載せ、 かを混ぜない。 

•水を吸いやすい具は、あらかじめ乂を通しておく。 具づお米 



>5分內であれば、 
再操作でさます。 


を巧し、一度通電を切り、 


>5分 LU 上たつと、自動では炊けません。 

乂力調節して炊いて < ださい。 

沸とうまで乂力「4」、蒸気が出たら乂力「1」（約15分） 
通輩を切って蒸らす。 


feM 巧!量の 


•炊飯中は、飛まつ（泡）が飛び散ります。 

♦ r 炊飯」は、約36〜40分かかります。 

♦炊飯終了後、ふたが開かないとさは「弱乂」で少し加熱ずると開けやすくなります。 

♦炊飯の残り時間は確定すると表示します。 

•鍋の種類によって、ごはんにおが残るなど、うまく炊けない場 S ま、炊き加減の設定を r 強め」に 
調節してください。 


H ヘメニュ—を選んで調理ずる〉炊飯(便利メニュ ー) 
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參保温 


設定温度で保温します 


•ち IH ヒーターで説明しています。 


G 便利メニュ ー） 


左•ち IH ヒーターが 
使えます 




適温サイン 



とろ乂 

弱乂 

中乂 

強乂 


1_1 觀 



© 


に]- 


もを 


〇 


調理終了後のあたたかい調理物を入れた 
鍋を IH ヒーターの中央に置く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


電源を入れる(ランプび点なしまず) 




•保温でさるのは、汁物（みそ汁、スープなど）や力 
レー、シチューのみです。（ごはんや炒めものは保 
温でさません） 

•保温できる量は約200〜80日 g までです。 

※調理終了後のあたたかい調理物を保温してください。 


® 自 


を巧し、 r 保温」を 




メニュー選択 


f 点滅1 


点滅させる 


〇 


国 


► 


ciniifxf %'*) 挙 r 

UU 漏かし煮 解觸漏 L 


… 厂揚げ j ► お-お ► ( 妙め1 ► (卵焼き) ► 陽沸かし) - 


を押し、温度を設定する^^ 


■ 


1砂巧し 


を約1秒巧し、巧電ずる 


•保温中はとさどさかさまぜて、こげつかせ 
ないようにしてください。 

•長時間保温するとこげつく場合びあります。 


© 


保温温度設定 


80仆骗 


カレー、シチューなど 


みそ汁、スープなど 


参温度は目安です。調理物の種類や量、鍋の材質•大さ 
さにより実際の温度と異なる場合びあります。 

参保温中を温度を変更でさます。 


保温び終わったら 

を巧し、通電を切る 

続けて使わないとさは 




>最大約 4 已分で自動的に通電を停止します。 
タイマーを使うときは 


2 


電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします） 


>トッププレートの温度び約8ぴ下になるまで 
「高温ミ主意」表示をします。 


画 
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•中央ヒーター使用中や使用後しば5く 

中央ヒーターは赤熱し、トッププレー 

•可燃物を載せない 

火災の原因になります。 


は高温になっているので、トッププレートに触れない 

卜の表面び高温となり、やけどのおそれびあります。 




•調理中はそばを離れず、調理の仕上がりに合わせ、乂力を調節する 


广 —■ 



巧。 1 1 






琴 


か @ 


〇 


材料を入れた鍋を 
中巧ヒーターの中央に置く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプが点なします) 


を巧し、 


I ^ ランプを,な!なさせる 


@ 


■ 


1秒押し 


を約1砂巧し、通電ずる 




關 I ィ主 ► 


の 


•战时 A 

•超耐熱ガラスやルさい鍋が使えます。 




•中央ヒーターは、乂力のコント□ールや温度調節機 
能が働くため、ヒーターがホくなったり消えたりする 
ことがありますが故障ではありません。（乂力「3」の 
場合でち温度調節機能が働さ、ヒーターがホくなっ 
たり消えたりします。） 

•中央ヒーターの中に見える斜めのすじは、温度調節 
機能のセンサーです。 


•調理中に火力を調節するには 
を押す。 



〇 


調理び終わったら 

■ 

圆を巧し、通電を切る 

続けて使わないとさは 


タイマーを使うとき はら > p .4 i ) 



電源 I 
の/入 I 


I を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします） 


I トッププレートの温度び約 scrcii (下になるまで 
「高温注意」表示をします。 


匿 




を押してから I ◄ I ► I を押しても通電でさます。 
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mmm (火力「3」） 

国国_ (火力「2」） 
m _(火力 n 」） 


1.2 kW 

目日日 W 相当 消費電力 
3日日 W 相当 


^温める 


お好みの义力で調巧しまず 


中央 ヒーターが 
使えます 


ぷ 


の 

スタ-卜 


調理する 


<メニユ I を選んで調理ずる〉保温這利メニユ I ) /《お好みの乂力で調理をずる〉温める 





















































































































































































































アルミホイル 


フ□ントオーブン 


〇 •材料が焼網か5はみ出さないように置< 

(材料びヒーターにつくと発火のおそれびあります） 
•アルミホイルはヒーターに触れないように置く 
(ヒーターに触れると発火のおそれびあります） 

•ガラス容器や陶器容器は、底にアルミホイルを密着させる 
(焼網からすべり落ちたり、焼網の傷つさの原因になります） 
•ちちはヒーターに触れるので焼かない 

(焼く場合は、フライパンで「弱乂」〜「中火」で様テを見なび 
ら焼いてください） 

•閉じるときは、ドアがフ□ントオーブンに密着するまで巧 
し込む 

(オーブンドア周辺から煙や水蒸気び漏れる場合びあります） 


オーブンの使いかたのポイント 


受皿と焼網は、必ずセットしてか S 使いまず 


過熱水蒸気用水タンク 

•ヘルシー選択時に焼網にセットしてください。 

♦ヘルシー選択で調理しない場合は、過熱水蒸気用水タンクを 
取りはずしてください。 

焼網 

支え部を手前にして受皿にセツトしてください。 


支え部 


受皿 

ホルダーに セツトしてください。（下 ヒーターに 直接載せな 
いで < ださい） 


•受皿には魚を調理するとき外は、水を入れないでください。 
アルミホイル、クッキングシート、オーブンシート、 
グリ j レ用の石などを入れないでください。 


耐熱チユーブに個） 

オーブンドアの開閉を円滑にさせるためのものです。 

取りはずさないでください。 



ホルダー 
オーブンドア 



、、1*/ 

迂后、 


0 


>過熱水蒸気用水タンク•受皿には水!;!外のもの（アルミホイル•クッキングシート•才ーブンシート•グリ 
ル用の石など）を入れて使用しない 

(脂び過熱し、発煙•発火するおそれや調理びラまくでさないことびあります） 


調理の準備をずる際は 



〇 


才—ブンドア 


X 

^才—ブンドア 
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調理中は次の点にミ主意ずる 



0 

〇 


•吸•排気カバーの上に鍋等を置かない 

(吸•排気カバーをふさぐとオーブンドアから煙び漏れたり 
周囲や下側に露び付く場合びあります） 

•連続してご使用になる場合は、毎回焼網と受皿の巧れを 
されいにし、オーブン庫内の温度を下げてから調理する 

(庫内の温度び高いまま調理すると温度センサーび正しく働か 
ず、早めに調理び終了したり、調理時間び長くなったりします） 

•調理の途中でオーブンドアを開けない 

(上手に調理びできません）（カウンタートップをこびしたり、 
本体の上部び異常に過熱され、やけどの原因になります） 

•換気扇を使用する 

(調理中、排気□から煙び出ます） 

•調理中、オーブンドアがくもったり、周りに露が付いた 
りすることがあるので、周りに付いた露はふきんでふき 
取る 




カウンタートップ 


•朋 ♦麗してしば!5くの亂前回の調理でヒ-夕-についた脂が加熱されに©いや煙が出ることびあります。 

•調理中、材料の脂などが下ヒーターや受皿に落ちると、においや煙が出ることがあります。 
•調理中はヒーターがついたり消えたりしますが、温度調節しているためで故障ではありません。 
♦調理直後にオーブンドアを引き出すと、煙が前面から出ます。特に脂分の多い魚などを焼いた 
あとは、3日秒程度待ってから引き出してください。 

•ヒーターのクリーニングを途中で終了したときは、ヒーターについた脂が残るため、次回調理 
をするとき、最初ににおいや煙が出ることがあります。 

•手動コースけーブン」はメニューに応じて上•下ヒーターを自動的に切り替えます。メニューによっ 
ては上•下ヒーターの通電を細かく切り替えるため、ヒーターがホくならない場合があります。 

•手動コースは上•下ヒーターの通電を細かく切り替えて両面を焼さ上げるため、調理メニュー 
で調理するとさよりも仕上がりに時間がかかる場合があります。 


調巧後は 



〇 


•過熱水蒸気用水タンク、焼網、受皿は使うたびにお手入 
れをする (- » p .47) 

•オーブンドアの取っ手の下側が熱くなるので注意する 
(長時間オーブンを使用すると、取っ手び熱くなる場合びあります） 

•オーブンドアは、取っ手の中央部を持ってゆっくりと開 
閉する 

(調理物び焼網から落ちる場合びあります） 



■ T ブン S ぃかたのポィント 
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o 


材料を焼網の上に置き、オーブンドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


電源を入れる(ランプが点なしまず) 


@ 国 


を巧し、希望のメニューの 


ランプを，な!打させる 


仕 iiOT 謝鞭 


/ 

/i 


弱め 


I 


を押し、 


材料に適した仕上びりに設定する 
〇 跡 巧し、通電する / 


•時間表示にと表示され、途中から調理の残時間 
を表术します。 



メロディーび鳴ったら終了です。 





続けて使わないとさは 


巧源 I 
の/入 I 


I を巧し、電源を切る 

(ランプが消なしまず） 



•調理び終了すると約日分間、自動的にヒーターのクリー 
ニング( [L 表示）を行い、のランプび点滅します。 
(ヒーターを加熱してヒーターに付着 
した脂分を焼さ切ります）焼さび足 
りないときは、「追加焼き」で様子を 
見なびら、さらに焼いてください。 

【今 P .4 C 0 

参ヒーターのク U —ニングを途中で終了したい場合は、 
^ を押して < ださい。 



>オーブン庫内の温度び約8日で 
lil 下になるまで「高温注意」 
表示をします。 


0て)_ ■ 忍度/時 ra I 


30 >1 ぶ J を押してから、 I 益1 ►Uj を押しても通電できます。 


@魚丸焼き、つけ焼ま、切身-干物 


調理メニユーを選んで焼を上げまず 


迫熱水蒸気用水タンク 
は使いません 




0 




■ 調理メニ: 

BPiiigSc 

1- 1ま《〕-ス itt 上々 

TrlBiIin^K 

強祕 で 

中時回 分 

巧 S 湿を g 


レンジフ- 




瓜 


纽 


黃 


tt by り/幼/扭 _ i ! 






因鹽國 
國 


■卜-スト 
1 ■謂 


調理物を取り出します 


撕水旅お水） 


クリ-ニンブ3供し 


iMfe 今口が3供 P しチヤイルのタク 3 W し 


§13供9し 


をを み 


今 



解除 

口 

ま•野菜 


グラタン 


仕上がり設定 


Itt 上が 0/ 火力1 


圓 tt とびり/火別 


Itt 上ザり/火力 ■ 

■強 

■中 

巧 

か 

標準 

■強 

中 

■巧 

か 

強め 

強 

■中 

■巧 



調理物に合わせてメニューと仕上がりを選んでください。 

《[ ] は1尾彻れ•枚•本)あたりの重さでず。 （） は調理時間の目安です。目まを基準にして、大きさや数によって仕上がりを選んでください 


メニユ • 


材料に 
適した 
仕上びり 


弱 


中 

※調理メニ; 



強 

L - の焼きあげ強さは、 r つけ焼き」く r 切身•干物」く r 魚丸焼き」の順に強くなっています。 1 


ぶりのつけ焼き 
(しょうゆ熟す） 
[約 lOOg ] 5切れ 
(約15〜17分） 


調 

理 

例 




はたはた 
[約25到日尾 
(約り〜1日分) 


さわらの西京漬け 
(みそ熟んかず熟す） 
[約80到5切れ 
:( 約16〜19分） 


めざし 


さんまの一夜干し 
[約 110 g ]2 巧： 

(約17〜19分）； 
k つ 、 ィ I 塩さんま（塩蔵品） 

ムホ之 4^ か-[約 180 g ] 卜5尾 
さんまの徹がさ （1 尾:約15〜17分） 


(は5わたなし） 
[約 180 g ] 5尾 i 
(約18〜19分）； 


(5 居約2 


" il 本約50到8本 

(約11〜1日分） 

1(約13〜16分)： 



ししゃち 

: :[約 20 g ] 5尾(約り〜13分） 


i 

塩結 ： 

[約 80 g ] 5切れ(約14〜17分） 

ぶ I 

塩さばの切身 
[約80〜100 g ] 5切れ(約16〜18分) 


あじの開さ 

[約 lOOg ] 2巧(約13〜16分） 


〜23分） 


またはた性) 
[約 30 g ] 5尾 
(約13〜16分） 


さんまの塩焼き 
[約 180 g ] l 〜5尾 
(1 居約13〜16分） 

(日居約18〜19分） 

あじの塩焼さ 
脚 130 g 〜 180 g ] l 〜5尾 
(1 尾:約14〜16分） 

(5 展約18〜19分） 

いさき 
[約 230 g ] 2尾 
(約16〜19分）. 

綱の塩焼き 
[約 200 gW 上] 
1尾 

(約14〜23分) 


魚み規を、つけ烧を、切身•モ巧のコッ 



手前側 


•魚を調理する場合は、尾などの薄い部分びこげ 
やすいので、焼網の手前側に尾を向けてください。 

•魚を！〜4尾焼く場合は、ヒーター形げによ 
り置く位置で焼さ色び付さにくい場合びあ 
りますので魚を斜めに置いて < ださい。 

•焼網にサラダ油などを塗っておくと調理物び 
焼網に付着しにくく、取り出しやすくなります。 

•こげ目のつさ具合は魚の種類や大ささ、脂ののり具合、 
魚の温度、塩のふり加減によって違います。（塩の历る量 
び多いとこげ目び強くなります）お好みにより「仕上がり」 
ボタンで調節してください。 

•水分び多い生魚(さんまやあじなど）は、調理する約1〇〜20 
分前に塩をふっておくと、焼き色び付さやすくなります。 

•冷凍してある魚は、よく解凍してから焼いてください。魚 
の内部び冷たいため、中まで火び通りにくく焼さ不足に 
なったり、温度センサーび正しく働かず焼き過ぎたりします。 


♦厚みのある魚は、そのまま焼くと中まで乂び通りにくく、 
焼さ不足になりますので皮に切れ目を入れてください。 

•焼網よりも大きな魚を調理する場合は、半分に切ってく 
ださい。 

•複数の食品を焼くとさは種類、大ささ、厚さをそろえて 
ください。ルさいものや火の通りやすいちのは、焼さ過 
ざになります。 

•塩さんま（生）は、保存(冷蔵)期間び2曰上の場合、「切 
身 • 干物」で焼いてください。（皮び乾燥しているので「魚 
丸焼さ」で焼くと皮び裂けたりこげやすくなります） 

•はらわたを取ったさんま（生）は、「切身•干物」で焼いて 
ください。 

♦つけ焼きのたれは、よく落としてください。たれやみそ 
び多くついているとこげやすくなります。お好みにより「仕 
上びり」ボタンで調節してください。 




•過熱か蒸気用水タンクは取りはずしてください。 

•受皿に水を入れても調理でさます。（水約200 mU 
•調理中はメニューおよび仕上がりの変更はでさません。 

•調理物を入れたままにしておくとクリーニングや余熱でこげ過ぎることびあります。 
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つけ焼を 


魚丸焼き 


仕上が0設定、調理時間の目ま 


ヘメ 11ユ—を選んで調理する〉魚丸焼さ、つけ焼さ、切身丰物 




















































































































































0 ピザ、グラタン、鶏•野菜 


調理メニューを選んで焼を上げます は使いません 






〇 


材料を焼網の上に置き、オーブンドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 

切/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプが点なします) 


@ 團 


を}甲し、希望のメニューの 


ランプを[させる 


〇 


仕上びり/乂力/温度 



を巧し、 


材料に適した仕上がりに設定する 


lA 


を巧し、通電ずる 

メ □ディーび鳴ったら終了です。 


調理物を取り出しまず 






続けて使わないとさは 


電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします） 



32 •國を押してから、團 ►國を 押しても通電できます。 


メニユー選択 



魚な焼き a つけ焼き a 切身•干物 a ピザ 


解除口鶏•野菜ログラタン 


仕上がり設定 


弱め 


■化上びり/义力 ■ 


■任上びり/义力 ■ 


■仕上びり/义力1 

■強 

■中 

弱 

非 

標準 

■強 

中 

■弱 

非 

強め 

強 

■中 

■弱 


•時間表示に* " j と表示され、途中から調理の残時間 
を表 TJX します。 


調理メニ：!一 [ま動〕ース Jtt 上びり/义力 1 温度/時間 



1卜-スト 

■強 

温度 

で 

1オーブン 

中 

時間 

分 

1房、焼ぎ 

■弱 




•調理び終了すると約已分間、自動的にヒーターのク U — 
こング （ IIl 表示）を行い、 I 離 j のランプび点滅します。 
(ヒーターを加熱してヒーターに付着 
した脂分を焼さ切ります）焼さび足 
りないときは、「追加焼き」で様テを 
見なびら、さらに焼いてください。 

(今 P .4 C 0 

• ^ターのクリーニングを途中で終了したい場合は、 
を押して < ださい。 



幽 


参オーブン庫内の温度び約8日む 
iil 下になるまで「高温注意」 

表 7 JV 2： します。 


U じ I 温度/時 ■ 


仕上び D 設定、調理時間の目ま 


調理物に合わせてメニューと仕上がりを選んでください。 

《[ ] は1枚(皿•本）あたりの重さです。 （） は調理時間の目安です。目安を基準にして、大きさや数によって仕上がりを選んでください。 



グラタン 



野菜 


強]弱 ^中 


強 


弱 


中 ' 強 


※調理メニューの焼きあげ強さは、「ピザ」く「グラタン」く「鶏•野菜」の順に強くなっています。 


調 

理 

例 



;令凍ピザ 

[1 枚直径約 26 cm 約300 g ] 1枚 
(約12〜1日分） 



冷蔵ピザ 

[1 枚直径約 26 cm 約300吕]1枚 
(約12〜1日分） 



手作りピザ 

[1 枚離約2目 cm 約300 g ] 1枚 
(約12〜1日分） 



手作りグラタン 

[1 皿約 240 g ] 21111 
(約18〜22分） 


焼さ野菜 

[約己 OOg ] 
(約15〜2日分) 


巧 


鶏の八ーブ焼さ 

[1 枚約 250 g ] l 〜2枚 
(約16〜24分） 


鶏手羽先のつけ焼を 

[ 本約 60 g ]6 〜姊 
(約1目〜20分 ） i 



牛肉串焼さ： 

1本約。日吕] 4 本 
(約15〜2日分） 

% 

肉巻さアスパラ 

妳(約1日〜20分） 



焼きとり(塩焼き） 
[1 本約 50 g ] 姊 
;( 約14〜17分）： 



骨付きもも（塩） 

[1 本約 200 g に本 
(約2日〜26分) 


ピザ、グラタン、鷄 • 野ち調!！のコツ 


•冷凍食品を調 S するとさは、解凍せずに冷凍のまま調理 
してください。 

•冷凍ピヴや冷蔵ピヴを調理するとさは、包装をはずしてか 
らアルミホイルをピヴのまねりにそって折り曲げてくだ 
さい。 

•食材の厚さを 4 cm じ(下にしてください。 

•調理するとさの食材の置さかたは、ち図のように焼網の 
中央部に置いてください。 


調理するとさの食材の置さかた 

鶏の を I の 

グラタン1皿グラタン2皿八-ブ焼き1枚八-ブ焼き2枚 



手前側 


手前側 手前側 手前側 手前側 


•臟ホ蒸気齡タンクは取りはずしてください。 

•調理中はメニューおよび仕上がりの変更はでさません。 

•調理物を入れたままにしておくとクリーニングや余熱でこば過ざることがあります。 
•受皿に水を入れないでください。 

•器や型の高さは 4 cmlirF のちのを使用してください。 


<メ| I ュ—を選んで調理ずる〉ピブグラタン、鶏•野菜 
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0 切身•干物、鶏•野ち ( ヘルシー選択） 


ヘルシー選択で調巧をします 


過熱水蒸気用水タンク 
を使います 





〇 

〇 


•過熱水蒸気用水タンクに水約 30 mL (目安： 
段差部分まで）を入れ、指定位置に置く、 
(タンクフタを忘れないでください） 如. 3己 J 

•材料を焼網の上に置さ、オーブンドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプが点なします), 


國を巧す 

過熱水蒸気縮水） 

團を巧し、希望のメニュ-の 

ランプを点:打させる 


化上がり/义力/温度 


を巧し、 


材料に適した仕上びりに設定する 


を巧し、通電する 


メ □ディーび鳴ったら終了です。 


調理物を取り出します 


© 


続けて使わないとさは 


電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします） 


34 ス别を押してから、脚►團►胤を押しても通電できます。 


メニュー選択 



週 ii 水蒸気縮水） 


温ま意 


切身•干物 巧鶏 •野菜 


解除 



仕上がり設定 


弱め 


■化上がり/义力 ■ 


■仕上びり/义力 ■ 


■は上びり/义力1 

■強 

■中 

弱 

か 

標準 

■強 

巧 

■弱 

か 

強め 

強 

■中 

■弱 


•時間表示に I J と表示され、途中から調理の残時間 
を表汀^します。 


[ 

調理メニこ 

1- 

1ま動]-ス|仕上びり/义別 温度/時間 

] 

■ 

魚丸焼さ 

■ 

ピザ 

■トスト 

■強 温度 

で 

■ 

つけ焼さ 

■ 

グラタン 

■才-ブン 

中時間 hk 

f 分 

||切身•干物 

■ 

鶏•野菜 

] ■魚焼き 

■弱 



♦調理び終了すると約已分間、自動的にヒーターのク U — 
こング （し！ _表示）を行い、階 d のランプび点滅します。 


(ヒーターを加熱してヒーターに付着 
した脂分を焼き切ります）焼きび足 
りないとさは、「追加焼さ」で様テを 
見なびら、さらに焼いてください。 
過熱水蒸気用水タンクは給水せずに 



そのまま焼いてくださし、 Op .40 J 
ヒー ターのク IJ ーニンクを途中で終了したい場合は、 
を押してください。 


スタ-卜 



参オーブン庫内の温度び約8日む 
iil 下になるまで「高温注意」 

表 7 JV 2： します。 


U じ I 温度/時間 ■ 


ヘルシー選択時の調理時間の目ま 


調理物に合わせてメニューと仕上がりを選んでください。 

《[ ] は1尾(切れ•皿•枚•本)あたりの重さです。 （） は調理時間の目安です。目安を基準にして、大きさや数によって仕上がりを選んでください。 


メニユ ■ 


sg 


調 

理 

例 


弱 


切身-干物 


中 


はたはた 

齡 25 g ] 已尾 
(約11〜15分） 


めざし 

[約2日〜 30 g ] 己尾 
(約11〜15分） 


ししやち 

[約 20 g ] 已尾 
(約11〜13分) 


[約8日呂]日切れ 
(約1目〜20分） 

弟 

塩さばの切身 

[約8日〜 lOOg ] 5切れ 
(約17〜21分） 

さんまの一巧干し 

[約 llOg ] 2枚 
(約18〜21分） 


あじの開を 

[約 lOOg ] 巧女 
(約16〜20分） 



;塩さんま（塩蔵品) 

[約 180 g ] 1〜日尾 
(1 居約16〜20分） 
(5 尾:約21〜24分） 


焼を野菜 

[約己 OOg ] 
(約16〜21分） 


鶏のハーブ焼さ 

[1 枚約250呂]1〜2枚： 
(約19〜26分）: 



鶏手羽先のつけ焼き 

[1 本約60吕]目〜妳 
(約17〜21分） 

牛肉串焼き 

[1 本約 130 g ]4 本 
(約1目〜21分） 

肉巻きアスパラ 

妳(約1目〜21分） 

焼きとり（塩焼き） 

[1 本約日 0 g ]8 本 
(約1日〜19分） 



骨付きもも（塩） 

[1 本約 200 g ]2 本 
№26〜30分） 


〇 


IJ) 

焼網 1 


〈連続して使用する場合〉 \ \ HP 


nj 

! 乾いたふきんを使って 

1 ^ 


しっかり持ち、水タンク 




内の水（お湯）をこぼさ 




ないように注意して取 




り出す 




遇熱水蒸気用水タンクの取りはずしかた、取り付けかた、給かのしかた 


水タンクの両端を両手 
でしっかり持ち、タンク 
フタと一緒に焼網か5 
取り出す 

(過熱水蒸気用水タンク 
の取りはずしは、冷えて 
から行ってください） 

タンクフタを外し、 
水タンクを置いたが 
態で、水をコップで 
左ちの段差部分まで 
注ぐ（約 30 mL ) 

タンクフタを水タンク 
の上に載せる 


タンクフタ水タンク 



© 


乾いたふさん 


水タンクの両端を 
両手でしっかり持ち、 
タンクフタと一緒に 
焼網の前方開□部 
に取り付ける 


段差部分 



焼網の前ち開□部 



〇 



•過熱水蒸気用水タンクの取りはずしは、冷えてか5行う 

やけどの原因になります。 

連続して使用ずる場合は、乾いたふきんを使ってしっかり持ち、水タンク内の水（お湯）をこぼさないよ 
うにま意して取り出ず 

•調理中はメニューおよび仕上がりの変更はできません。 

♦調理物を人れたままにしておくとクリ-こングやを熱でこげ過ざることがあります。 


ヘメ11ュ—を選んで調理ずる〉切身•干物、鶏•野菜スルシ—選択) 
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e 


材料を焼網の上に置き、オーブンドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプが点なします) 


® 園 


を}甲し、希望のメニューの 


〇 


ランプを[させる 

材料に合わせて义力‘ 


仕上びり/乂力/温度 


を巧し、 


を設定ずる 


トーストには乂力の設定はありません。 


時間 


] を巧し、時間を設定する 


•設定でさる最大時間 

卜ースト HO 分 魚焼き ►30 分 


固 をがし、通電ずる 

© 

〇 


ももみ無 




•タイマーを使わない場合は、を押してください。 
•途中でタイマーを中止するとさは、ちう一度 


I 


を押して、時間をに設定してください。 

を押し 


•設定した時間を変更したい場合は 
て再度設定してください。 


I 



調理び終わったら 

を巧し、通電を切る 


スタ切-と 




•調理び終了すると約已分間、自動的にヒーターのク U — 
こング （[ L 表示)を行います。（手動]-ス「魚焼き」の奶 
参ヒーターのクリーニンクを途中で終了したい場合は、 
I ス糾を押してください。 


続けて使わないとさは 


電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします) 


y 


参オーブン庫内の温度び約8日む 
iil 下になるまで「高温注意」 

表 TJX をします。 


U し ■ 温度/時間 I 


36 を押してから、^を押してち a ■でさます。 




詞 

mm 

隱3抄押し 


^トースト、魚焼を 






調理メニ 


] 手動コース 



Et 上がり/义力1 温度/時間 

がり/义力/温度 時間 


レンジフード 




にュ- 


剧臓き」 


謝 


過熱賴気脂水） 


化がり/义力/温度 

ィ， 



クリ-こング3砂巧し 


中央ヒ-》-□ック3秒巧し 


因鹽 

風 


•ヤイルド□ック3柳1し 


E 






調理中はそばを離れず、調理の仕上がりに合 
わせ、調理時間を調節してください。 


解除 


魚焼き 


卜-スト 


温ま意 


■魚丸焼き■ピザ h - スト 
■つけ焼き■グラタン■す-ブン 
@0身•神 ■ ii-si I ■房、焼き 


助身•干物■鷄•野菜 


温ま意 


卜-スト 
オーブン 
魚焼さ 


魚丸焼き■ピザ 
つけ焼き■ヴラタン 


卜ースト、魚焼を調理をします 


過熱水黒気用水タンク 
は使いません 


強中弱 

■ ■ 


強中弱 

■ ■ 


強中弱 

■ ■ 



—スト調巧時間設定の目まとコツ 


《目安を基準にして、大ささや数によって時間を選んでください。 



卜ースト 

種 類 

枚 数 

調理時間 



4枚切り（厚み約3日 mm ) 





6枚切り（厚み約2日 mm ) 

卜2枚 

約6〜7分 

調理例 


8枚切り（厚み約]己 mm ) 



ピザトースト 

種 類 

枚 数 

調理時間 


戀 

6枚切り（厚み約 20 mm ) 

]〜2枚 

約7〜8分 


•受皿に水を入れないでください。 

•焼網にアルミホイルを敷して焼くと焼き色び付きにくくなります。 
参食材の厚さは 4 cmii (下にしてください。 

•連続して焼く場合は様テを見なびら調理し、焼さ時間を 
短くしてください。 

•を凍されたパンを焼く場合は様テを見ながら調理してください。 


•調理するとさの食材の置さか 
たは、ち図のように焼網の中 
央部に置いてください。 


パン1枚 パン2枚 


手前側 


手前側 


魚 I 規を义力設定、調理時巧設定の目まとコツ 


材料に含わせてメニューと乂力を選んでください。 

《 （） は調理時間の目安です。目安を基準にして、大きさや数によって時間を選んでくださし、。 



調理例 


強 


ルあじのみりん干し 

[1 枚約4呂]10枚(約日〜10分） 



スルメ 

[1 枚約 70 g ] l 枚(約3〜5分） 




さんまのみりん干し 

[約80〜160呂]中2枚 
(約6〜10分） 


うるめいわし丸干し 

[1 尾約1日〜1已吕]日〜1日尾 
(約日〜1日分） 




いかのつけ焼き 

[1 ぱい約2日日呂] 2はい 
(約10〜16分） 


♦ルさくて焼網に置けない場合は、アルミホイルを敷いてから置いてください。 
•食品やアルミホイルなどが焼網からはみ出さないように置いてください。 

参焼さ色び濃過ぎたり、薄過ざるとさは火力を調節してください。 

♦連続して焼く場合は焼き時間を短くしてください。 




•過熱水蒸気用水タンクは取りはずしてください。 

•「魚焼き」のときは受皿に水を入れても調理できます。（水約 200 mL ) 

• r 魚焼き」のとき、調理終了後、調理物を入れたままにしておくと、クリーニングやを熱でこば過 
ざることがあります。 

•「トースト」を連続して焼く場合は、約 4 分を目安に様子を見ながら調理してください。 


J 《手動 n — スを選んで調理ずる〉卜—スト、魚焼舌 
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參才-ブン調理 


手動コースを選んでオーブン調 a をしまず 


過熱水蒸気苗水タンク 
は使いません 




調理メニュー 〇動コース I 仕上びり/义力 t 温度/時間 


魚丸焼き■ピザ ■トスト 
つけ焼き■グラタン■才-ブン 
切身•干物■鶏•野菜 I ■魚焼き 


mi'm 温度, 



住がり/义力/温度 時間 

に]- 

剧臟き 

韻 


, ► 

◄ , 

> ► 


レンジフード 

I 因鹽岡 


過熱水蒸気縮水） 


〇 

〇 


材料を焼網の上に置き、オーブンドアを 
確実に閉める。前面操作パネルを開く 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


電源を入れる(ランプが点なします） 

葦 I を巧し、 「才ーブン」 の位圍こ 
ランプを点！なさせる 

胃^を抽 I にュ-に合; b せて' 
温度を設定ずる 




時間 



] を巧し、時間を設定する 


•設定でさる最大時間 

オーブン ►30 分 


固 をがし、通電ずる 

© 

〇 


調理び終わったら 

を巧し、通電を切る 


スタ祝-卜 


続けて使わないとさは 


電源 

の/入 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします) 




38 •段卜 I を押してから、 I 勃 M ス吳卜 I を押しても通電できます。 


クリ-ニンの砂巧し 


中央ヒ-》-□ック3秒巧し•ヤイルド□ック3狮 


ス罕卜 


!3 i 巧し 


@@か撕 



才-ブン 


解除 


温度設定 ["/%'] か I ''5'引か| ,'5' がか 内 却-- 主 
おぶ] か 居 ぶ 1か 峰 Gj か 居し巧- 乂 


イ►じ S ' 司 


参タイマーを使わない場合は、 I ス吳卜 I を押してください。 
•途中でタイマーを中止するとさは、をう一度 


I 


を押して、時間を [ J ^ に設定してください。 

を巧し 


•設定した時間を変更したい場合は 
て再度設定してください。 


I 




調理中はそばを離れず、調理の仕上がりに合 
わせ、調理時間を調節してください。 


•調理び終了すると約己分間、自動的にヒーターのク 
U -こング （ 〔 L 表示）を行います。 

参ヒーターのク IJ ーニンクを途中で終了したい場合は、 
I ス糾を押してください。 


•オーブン庫内の温度が約8日む 
iU 下になるまで「高温ミ主意」 

表をします。 



温度•時間設定の目ま 


《 [] は分量です。 （） は調理時間の目安です。温度設定は調理時の目安です。材料により異なります。 


なめ S かプリン 

帽径約 8 x 4 cm の 
スフレ型目個] 
(約24〜28分） 


調 

理 

例 




フライ温め 

[1 皿約1日日〜3日日呂] 

(約1日〜18分） 

八ン バーグ あたため 

[約16日〜200呂] 

(約1目〜20分） 

クッキー 

[1 目個約1日日〜12日呂] 
(約1日〜20分） 


感 


ピザ(冷蔵•を凍•手作り） 
[約28日〜330呂] 

(約13〜18分） 




設定 

溫度 

，•••沿 

180 

側 

1 an 
Ou 

柳 

; •に! 

が!3 

バ S 

がぶ ■ 

JS 0 



( 

m 

1 

戀 

) ( 


1 C 

戀 

) 


野菜のグラタン(手作り) 
[直径約 22 cm 皿] 

(約2日〜3日分） 

手羽元： 

[約34日〜380呂] 

(約23〜27分） 

手羽先： 

[約3日日〜350呂] 

(約23〜27分） 


パエリア 

[直径約 24 cm 皿] 

(約30分）： 

さつま揚げ 
[約16日〜200旨] 

(約12〜1已分） 

鶏のハーブ焼さ 
[約240〜28日旨] 

(約22〜2己分） 

焼きピーマン 
に個約120〜15日 g ] 
(約18〜20分） 

焼きなす： 

に個約18日〜22日到 
(約18〜20分） 




ブラウニー 

冷凍焼をおにざりの 

アップルパイ； 焼きおにざり 

ホイル焼さ 

[約 18 X 18 cm ] 


おたため 

帽径約18〜 23 cmM ] ; [ 1個約80呂のもの4〜目個] 

に個分約38日〜420呂] 


(約2日分） 

[4 〜目個約18日〜32日呂] 

(約25〜30分） i (白焼き約14〜16分） 

(約23〜27分） 



(約20〜2已分） 


(たれをつけて約1日〜1已分） 

[ 


マドレーヌ 




i :厚揚げ 

フレンチ!-ースト 


[4 〜6個分] 




: [約200〜30日 g ] 

DI 勺18日〜 220 g ] 

(約12〜2日分） 




(約16〜2日分） 

(約15〜2日分） 

チヨコチップケーキ 




： :焼きいら 

□ ーストビーフ 

[約240〜280旨] 



[直径 4 cmlil 下のもの2個約4日日〜日〇日呂] 

[1 本約300呂] 


(約20分） 




； (約25〜30分） 

(約30分） 






ラムチョップ 







; [約340〜380吕] 







; (約2日〜3日分） 



货 


オーブン調理のコツ 


•ルさくて焼網に置けない場合は、アルミホイルを敷いてから置いてください。 

参食品やアルミホイルなどび焼網からはみ出さないように置いてください。 

•ケーキを焼く場合はアルミホイルで作った型に生地を流し込んで焼いてください。 

•グラタンやアップルパイなど器や型を使って焼くときは、器や型の底をアルミホイルで包んでください。 
•表面の焼き色が付き過ざるときはアルミホイルをかぶせて焼いてください。 

•加熱途中で様テを見なびら加熱し、器や型の前後を入れかえてください。 

♦焼き色び濃過ぎたり、薄過ざるときは温度を調節してください。 

•ケーキの焼さ上びりの目安は竹串などを刺してみて生地びつかなくなったらでさ上びりです。 

参連続して焼く場合は焼さ時間を短くしてください。 




•過熱水蒸気用水タンクは取りはずしてください。 

•受皿に水を入れないでください。 

•器や型の高さは 4 cmlU 下のちのを使ってください。 

•調理終了後、調理物を入れたままにしておくと、クリーニングや余熱でこげ過ざることがあります。 


《手動 n — スを選んで調理ずる〉才—ブン調理 
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追加巧ををする 



調理メニ： I - t ま動コース lit 上びり/义力 j 温度/時間 


孤 ミ y 

過圆気脂 巧•、 


仕上がり/义力/温度時間 


レンジフード 

I 因鹽國 


]- ス 


クリ-ニング3砂押し中化-》-□ック3抄巧し 


み 


•ヤイルド□ツク3秒巧し 


を 



音量3抄押し 


メニュー 調理終了後、 ヒーターの 
ク U —ニング中にセツトずる 


を巧し、 


〇 

ランプを,な巧させる 

@ 時間 

I ィ ►心し、 


焼を時間を設定ずる 




A 


を巧し、通電 する 

メ □ディーび鳴ったら終了です。 


〇 


続けて使わないとさは 


電源 


の/入 



•ヘルシー選択後に「追加焼さ」をする場合は、過 
熱水蒸気用水タンクは給水せずにそのまま焼い 
て < ださい。 


追加焼を時間の設定 


レイ I… ' I ni 



•焼き時間は 3 〜 29 分まで設定できます。 




•調理び終了すると約己分間、自動的にヒーターのク 
IJ 一こング （ GL 表示）を行い、 [ Jj のランプび点滅 
します。 

焼さ加減び足りないとさはをラー度「追加焼さ」を 
行ってください。 

参ヒーターのク IJ ーニンクを途中で終了したい場合は、 
I ス糾を押してください。 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なします) 




•オーブン庫内の温度が約8日む 
iU 下になるまで「高温ミ主意」 

表をします。 



調理物を取り出しまず 


魚な焼き■ピザ ■卜-スト 
つけ焼き■グラタン■す-ブン 
切身•干物■鶏•野菜 1 ■魚焼き 


切身•干物 -11 •野菜 


卜-スト 
才-ブン 
魚焼さ 


魚丸焼き■ピザ 
つけ焼き■グラタン 


調巧終了後、お好みで追加焼をがでをます 



P 分 

_ 

度間 

温時 

強中弱 
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いろいろな機能をほう 


参ち IH ヒーターで説明しています。 


巧0時間タイマー 


電源を入れ、乂力または r 保溫」「煮込み」を選び、 
励 を巧したあとの通電中（調理中）に設定する 


•設定でさる最長時間 
左•ち IH ヒーター 

乂力「1」〜「已」 ► 9時間55分 

乂力「6」〜「12」 k 1時間 

「保温」 ► 1時間 

「煮送み」 ► 2時間 

中央ヒーター ► 1時間 


1分〜1時間までは1分単位、1〜己時間までは10分単位、 
已〜9時間已已分までは30分単位で設定できます 


約3秒間待つ。メ□ディーが鳴り、 

タイマーびスタートしまず 

メ □ ディーび鳴った5、 

タイ7—終了です。自動的に通電を停止します 

• DDDDDDDDDDDDDDDD □ 凹 □□□ 回 □ 
DDDDDDDD 

• DDDDDDDDDDDDDDD | ©!□□□□□□□□□ 


盈 


■ ■ ■ 




■ ■ ■ ■ 


■ 


1秒巧し 


電源を入れ、乂力または「保溫」「煮込み」を選び、 
励 を巧したあとの通電中（調理中）に設定する 

间。□□の□□□□□□□回 



約1秒間待つ。メ□ディーび鳴り、 
経過タイマーびスタートしまず 



•最長1時間まで測定することができます。 


(経過時間表示） 

1〜日9秒 ► 1〜日 9(1 秒単位） 

1〜59分 ► 0:01〜 0:59(1 分単位） 

• □□□□□□□□□□□□□□□□凹□回□□□回 

DDDDDDDDD 

• DDDDDDDDDDDDDDD 回□□□□□□□凹 


とろ乂 

弱乂 

中乂 1強乂 



に]- 


経過時間タイマー 


タイマ— 


左•ち IH ヒーター、 

中央 ヒーターが 使えます 



M 追加焼きをずる/いろいろな機能を使う(タイマ—) 
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いろいろな機能をほう (つづさ) 


操作を□ツクする 


•安全のために、操作でさないよう 
□ックでさます。 

•全てのヒーターが切れている状態 
で受け付けます。 

•電源を切ってち記憶しています。 



チャイルド□ック 


をての操作を□ツクする 


〇 

み 


電源 

の/入 


を r ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源ランプを点'灯させる 


を 3 秒、間巧し、 チャィルド 

ランプを,ななさせる 

チャイルド□ツク 3 秒巧し 


をての□ックを解除する 



〇 

み 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源ランプを点'灯させる 


を 3 秒、間巧し、 チャイルド 

ランプを消なさせる 


チヤイル怕ツク 3 秒巧し 


’逾) 



/义力/温度 

時間 



r> 

◄ 

巳 


スも 

中央恥-□ツク3狮しチヤイ J 亦 □ツク3秒巧し 


レンジフード 

因鹽國 


音墨3抄巧し 


を 


中央 ヒーター □ック 


中央ヒーターの操作を□ツクする 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源ランプを点灯させる 


化上びり/乂力/温皂 


を 3 f 少間巧し、 巾タヒ-夕- 

ランプを点なさせる 

中央ヒ□ック 3 秒巧し 



中巧ヒーターのロックを解除ずる 


〇 


電源 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源ランプを点灯させる 


仕上びり/乂力/温度— 


音声の聞き直し • 音量切り替え 


音量を設定ずる 


〇 


電源 

の/入 


音声 

聞麵り 


音量3秒巧し 


音声 
聞龍し 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 

電源を入れる(ランプび点打しまず) 


を3お)間巧ず 

を巧し、 希望の音量を選ぶ 


を3秒間巧し、 中タヒ-夕- 

ランプを消なさせる / 

中央ヒ-》-□ツク 3 秒巧し Xu/.ujN 


音青を聞を直す 


音声を聞を直したいときは 

を巧ず 直前の音声の内容び流れます。 


音声 
聞龍し 


龍3禱し 

希望の音量で 3 秒経過するとセツト完了です。 


音量3秒巧し 


音量設定時の表示 


1 ミ品度/日き間 J 

mm っ M 



、 

3 

音量 r 大」 


音量「中」 

< 

音量「小」 

n 

音量「切」 
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メ □デイーとブザーの切0替え 



調理メニ： L - [ま動コース I な上がり/义力 I ミ显度/時間 


魚な焼き■ピザ ■卜ースト 

つけ焼き■グラタン■才-ブン 
■切身•干物■鶏•野菜 1 ■房'焼き 


_ — _ 任がり/义力/温度 時間 

ら占 ] lilif] 1 ]-ス j I 气 I L ] 1 > 



レンジフード 

因圆國 


過！水蒸気縮水） 


クリ-ニング3砂巧し中央ヒ-夕-□ック3狮Iチヤイル阳ック3秒巧し 


スも 


音量3測し 


0 


〇 


電源 

は)/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 




電源を入れる(ランプが点なします） 


前面操作パネルの I を 3 秒間}甲し、 

r ピピッ」と鳴った!5切り替え完了 

♦元に戻すとさを、同じ操作をします。 


レンジフードフアン連動 


•各ヒーターまたはオーブンの通電•停止に連動して、レンジフードファン連動対応のレンジフードファンが運転•停止するシス 
テムです。 

•詳しくはレンジフードファンの取扱説明書をご覧ください。 

♦レンジフードフアン連動対応のレンジフードフアンについては、お買い上げの販売店または「ご相談窓□」 (^ P .5 已 J にお問 
い合わせください。 

操作と連動ずる内容 


IH クツ夺ングヒーターの操作 

レンジフードフアンの動作 

各ヒーターまたはオーブンの通電を開始したとき 

運転を開始します。 

各ヒーターまたは才ーブンの通電を停止したとき 

約 3 分後に自動停止します。 


い 

ろ 

い 

ろ 

な 


お 

を 

使 

養 

作 

を 

□ 

ツ 

ク 

す 

る 

/ 

声 

の 

聞 

さ 

直 

し 

音 


切 

D 

替 

又 

/ 

メ 

□ 

—か 

I 

と 


I 

の 

切 

D 

替 

え 

/ 

レ 

ン 

ジ 

フ 

I 

ド' 

フ 

ア 

ン 

連 

動 



クッキングヒーターの前面操作パネルでレンジフードフアンを操作する 


運転を切り替えるときは in を押ず 


押すごとにレンジフードファンの風量び切り替わります。 




レンジフードフアンが停止中にを巧ずと 


r 弱」で運転を開始し、押すごとに風量び 
「弱」^「中」^「強」^「弱」と切り替わります。 


照明を点打(消口)するときは照明を}甲ず 



旧]クッ夺ングヒーターか！5の信号がさえぎ!5れる 
とレンジフードフアンが動作しなし觸合があります。 
•送信部がミちれている。 

•送信部が鍋やフライパンの取っ手などでおおわれて 
いる。 
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お手入れ 


A 注意 


〇 


♦お手入れは 





♦ベンジン、シンナー、粉末タイプのみがさ粉は使用しないでください。 


•吸-排気口に水が入5ないよう、ごま意ください。 


ッフプレート•プレートワク（ステンレス製）•光センサー 


•輕い巧れ 


絞ったふさんでふき取り、その後乾いたふさんでからぶさ 
する。 


•油ミちれ 

台所用洗剤沖性）を薄めて、ふきんにしみ込ませてふき取り、 
水を絞ったふさんで洗剤を除去した後、乾いたふきんでか 
らぶさする。 




酸性•アルカリ性の強い洗剤(漂白剤、住宅 
用合成洗剤など）や、お酢を使って清掃しな 
いでください。付着した場合はすぐにふき取 
ってください。（液剤や洗剤び残ると、表面 
び変色したりトッププレートとプレートワクの 
接合部分び劣化し、はがれの原因になります） 


•落ちにくいミちれ 

クリームタイプのみがき粉を丸めたラップにつけてこすりとる。 
※プレートワクはステンレスの筋にそって、こすってください。 




•ドライバーやフォークなど先の鋭いものや 
粒子の粗いみがき紛は使わないでくださし、。 
•金属のたわし • スポンジのナイロン面、アル 


ミホイルなどでこすらなし、でくださし、。（トツ 
ププレート•プレートワクび傷つく原因に 
な0ます） 


•それでも落ちないとさは 

市販のセラミック用スクレーパーなどで煮こぼれの部分だ 
けを軽く削り落とし、その後よくふさ取る。（トッププレー 
卜とプレートワクの合わせ目を、ドライバーやフオークな 
ど先の銳いものでこすらないようにしてください。合わせ 
目にすさ間びでさ、水ちれなどの原因になります） 





別売品 


2009年9月現在 


トッププレート専用クリーナー 


•トッププレートの汚れをおとし、光ミ尺 
をだし、ふさこぼれによる巧れやこげ 
つさを抑えます。 


部品名：ガラスクリーナー 
部品番号： HT - D 8 009 
希望小売価格：1 .470 円 
(税抜1.400円） 



※お買い上げの販売店または 


r ご相談窓口」 Op .55 ) にご相談くだ 


さい。希望ル売価格は価格改定に伴い 
変更する場合びあります。 


•しようゆなどの調が料を放置すると、ミちれあとが残ることがあります。 

♦鍋底のミちれびトッププレ - H こつく場合があります。臟の巧れも取り除し、てくださし、。 
•光センサーび巧れていると、鍋の温度が正しく検知でをない境含びありまず。 

巧れを取り除いてください。 

•トッププレートにひびが入ったり、割れたり、トッププレートワクのすさ間が大きくなっ 
た場合は、電源と専用ブレーカーを切って使用を中止し、お買い上げの販売店または「ご 
相談窓口」 (^ p .55 j にご相談ください。 
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電源を切り、本体か冷えてか5巧う 


吸•排気カバー、吸気ロポケッ 



薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗ラ。 

※たわしやみびさ粉は使わないでください。 

吸•排気カバーの下の油ミちれもお手入れしてください。 


•吸•排気カバーは、食器洗い乾燥機に入れたりアルカリ性の洗剤を使ったりしないでくださし、。 
•ミちれて目詰まりしたまま使うと、安全装置が作動して通電を停止したり、オーブン使用中 
にオーブンドアから煙び漏れたりする場合があります。 

•お手入れ後は、水気をよくふさ取り、本体に必ずセットしてください。 

•吸•排気カバーは強くこすらないでくださし表面を傷つけたり変おする場合があります。 
•お手入れ後は、レバーを左へスライドさせてください。 



レパー 

(左へスライドさせる) 


排気口 


吸気ロポケット 
吸気 □ 



トブンのぉ手入れは 


光センサー 
されいにお手入れして、 
ご使用ください i 

トッププレート 

プレートワク 


天ぷ5鍋（付属品) 


①薄めた台所用洗剤（中性）とお湯で洗ラ。 

たねしやみびさ粉は使用しないで<ださい。 

⑤鍋底や外側の異物やミちれをとる。 

ミちれびこびりついたまま使ラと、油の温度を適正にコント□ールでさ 
ないことびあります。また、トッププレートび巧れます。 

⑤洗い終わったら水気を切り、乾いた5内側に軽く食用油をめる。 
洗ったままにしておくとさびます。 

※天ぷら鍋に同捆の説明書をよく読んでご使用ください。 


•鍋底び反ったり、変形した場合は使用しない 
でください。お買い上げの販売店で別売の天 


ぷら鍋をお買い求めくださし、。 （今 P .4 ) 



前面操作パネル 


やわらかい布でふを取る。 

巧れびひどいとさは、台所用洗剤(中性） 
を薄めて、ふさんにしみ込ませてふさ取 
り、その後乾いたふさんでからぶさする。 


•水にめ5さないでください。 

故障の原因となります。 
•ベンジン • シンナー，漂白剤- 
アルカリ性洗剤は使わない。 
•金属製のたねし•スポンジの 
ナイ□ン面でこすらないでく 
ださい。 


■ぉ 手入れ 
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ぉ手入れりづき） 


•お手入れは、 


•-ブンドァ •過熱水蒸気 用水タンク •焼網 •受皿の 取りは ずしかた画才-ブンド ァ•過熱水蒸気用水タンク•焼網•受皿の取り付けかた 


6 

〇 


取っ手を両手で 
しっかり持ち、 
ゆっくり止まる 
まで引さ出ず 



受皿内の脂などをこぼさないように注意してください。 




過熱水蒸気用水タンク、焼網、受皿をはずず 

支え部 


過熱水蒸気用 
水タンク 





耐熱チューブに個） 
(取!3はずさないで 
<ださい） 


取っ手の下側に手をまわし、オーブンドア 
ノはを軽く弓 I き下げる 


オーブンドアバネ 




オーブンドアバネを押さえずに無理にはずすとオー 
ブンドアが破損したり、変形することびあります。 






オーブンドアを押し倒し 
てはずさないで<ださい。 
オーブンドアび破損した0 
変形することびあります。 


& 


オーブンドア ォーブンドァ 
を本体側へ倒 
ずようにし、 

左ち2箇戸斤の 
ツメをはずず レール 



ツメ 


〇 オーブンドアを本体角巧 
側へ倒ずようにし、 


レール 側のツメ2箇 
所をオーブンドア下 
部の角巧に差し込む 


献^ 

づ^^ 


0 


レール' 


オーブンドアを手 
でささえ、垂直に 
起こしなが5はめ 
込む 



© 


カチッと音びしてオーブンドアび固定されます。 

受皿、焼網、過熱水蒸気用水タンクを載せる 

支え部 


過熱水蒸気用 
水タンク 



耐熱チューブに個） 
(取りはずさないで 
<ださい） 


焼網は、支え部を手前にして受皿にセットし 
てください。焼網を逆に入れるとヒーターに 
当たってドアび閉まりません。 


〇 


オーブンドア 
は本体の前面 
に当たるまで 
巧して閉める 



脂や汁びたまつている受皿の取りはずしかた 


①脂や汁がたまっている受皿の両側をしっか ③受皿の脂や汁びこぼれないようにゆっくり持ち 

り持ち、ゆつくりこぼれないように90度回 上げてはずしてください。 

転させます。 




過熱水蒸気用 
水タンク 


受虹 

オーブンドア 
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電源を切り、本体び冷えてから行う 



•ー ブンドアのお手入れ 


薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 


•たわし•みがき紛は使用しないでください。（表面を傷つけます） 

参オーブンドアは、食器洗い乾燥機や食器乾燥器には入れないでください。（樹脂部び変形します） 

\___/ 



過熱水蒸気用水タンク • 焼網 • 受皿のお手入れ 


薄めた台所用洗剤仲性）とスポンジで洗う。 






過熱ホ觀齡タンク•麵 • 受皿の表面処理を傷めないでくださし、。 

♦たねし • みがき粉は使用しないでください。（表面を傷つけまず） 

•金属製のたわし•スポンジのナイロン面でこずらないでください。 

(表面処理に傷びついたりはびれたりすることびあります。また受皿の裏面を傷つけます） 

•食器ミ先い乾燥機に入れたり、アルカリ性の洗剤を使ったりしないでください。 

♦ご使用のたびにお手入れしてください。巧れがこびりつくと調理物が取りにくくなることがあります。 

♦過熱水蒸気用水タンク•焼網•受皿は消韩品でず。表面処理が傷んだ場合は、お買い上げの販売底でお買い求めく 
ださい。>^41 

V ___/ 


オーブン庫内のお手入れ 


庫内クリーニングをご使用ください。オーブン庫内の油ちれを乾燥させ、においを軽減することびできます。 


〇 


過熱水蒸気用水タンク-焼網-受皿を 
取りはずし、オーブンドアを確実に閉める。 
前面操作パネルを開< 


電源 

祝/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


電源を入れる(ランプが点なしまず） 

化朋/义 力/離 

[◄ I を3秒巧し、 

クリ-ニンブ3を巧し 

表示部に r 〔 L 」を表示させる^ 


@ I ス曼卜 I を巧し、 通電ずる 

〇 


メ □デイーび鳴ったら終了です。 


続けて使わないとさは 


を巧し、電源を切る 

(ランプが消なしまず） 





H こおいを軽減しますが、ミちれは除去できません。 
>クリーニング中は、オーブン庫內の油を焼き切 
るため煙が出る場をがあります。レンジフード 
フアンを使用してください。 


•オーブン庫内に落ちた食品カスなどは、オーブン 
庫內が冷えてから手袋などをして取り除いてく 
ださい。 

•才ーブン庫内は金属部び数多くありますので、 
やけどやけがに十分ま意してください。 


クリーニング中は表示部に{■{を表示します。 
約11分で終了します。 


•オーブン庫内の温度び約80で!^ソ 
下になるまで r 高温を意 」ミ威 



お 

手 

入 

れ 
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お困 0 のとをは 


通電しない 


•専用ブレーカーび切れていませんか。 

専用ブレーカーを入れてください。 

•電源び切れていませんか。（電源ランプび消えている） 

電源を入れてください。 

• 電源をブヴーび鳴るまで押してください。 

•電源ランプび点灯します。 

※電源を「入」の状態で約10分（または約30分)放置すると才ートノのーオフ 
機能び働き、自動的に電源び切れます。才ートノのーオフの喧国の切り替 
えについては、お買い上げの販売店にご相談ください。 み P .54) 
•チャイルド□ックが設定されていませんか。 

チヤイルド□ックを解除してください。 み P .42 つ 
•中央ヒーターロックが設定されていませんか。 


中央ヒーター□ックを解除してください。 分 P .42) 

参を•右 IH ヒーターで使える鍋を使用していますか。（使える鍋について 分 R 10 J ) 


使用途中に各ヒーター 
またはオーブンの通電 
び停止した(切り忘れ防 
止自動停止機能） 


•切り忘れ防止自動停止機能び働いています。 

各ヒーターとオープンに、 一定時間経過す ると 自動的に通電を停止す る 切り 
忘れ防止自動停止機能び設けられています。 

• 左•右 IH ヒーター、中央ヒーターは操作を約45分 • 手動〕ースは一でノ」「魚焼き」は約30分 
•手動コース「卜ースト」は約10分 • 適溫調理は「適温」表示後約1日分 

切り忘れ防止自動停止機能び働いた時はブヴーでお知らせします。 

再度、通電をスタートしてください。 


液晶表示の义カパー 
が交互に点なし、約 
30砂後に消なした 
(金属ル物巧知自動 
停止機能、鍋無し自 
動停止機能） 


•鍋が IH ヒーターか S 大をくずれていませんか。 

中央に置いてください。 

•使えない銅を置いていませんか。 


使える鍋を置いてください。(使える舗について 卜» P .1 の ) 

※図は乂力「7」で使用した場合。 


■ms 


♦ P 


B9 

11111 


n 


約30砂後、ブプーび鳴り、液晶表示び消え、通電を停止します。 

※付属の天ぷ5鍋で確認してち同じ場合はお買し Vh げの販売店にご連絡ください。 


使用途中に停電に 
なつた 


•通電中のヒーターは停止し、タイマーも取り消されまず。 

•電源を入れ、もラー度操作をネ刀めから巧ってください。 

• 電源をブヴーび鳴るまで押してください。 • 電源ランプび点なします。 



上面操作部のキー操 
作びできない 


•指に指ヴックや傷テース手袋をしていませんか。 

直接指で触れてください。 

•隣のキーに触れていませんか。 

一個づつ操作してください。 

参上面操作パネルに物を置いていませんか。 

物を取り除いて < ださい。 

•上面操作パネルに調理物や巧れがこびりついていませんか。 

トッププレートのお手入れをしてください。 み P 御 

• @を約1砂な上の長巧しをしていまずか。 

™ プヴーび鳴るまで押してください。 

•上面操作パネルおよび表示部の上に熱い鍋などを置いていませんか。 
熱い絹などを置かないでください。故障の原因になる場合びあります。 


修理を依療される前に次の点を 
をラー度お調べください。 


上面操巧パネルに OS て 


電源について 
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上面操作パネルの表 
示に 「 r 巧と表示さ 


れてキー操作ができ 
ない 


岡 


♦上面操作パネルに調理物がふさこぼれたり、水滴などが付着していませんか。 
調理物や水滴などを取り除いて<ださい。 fi » P .5^ 

•上面操作パネルに鍋などを置いていませんか。 

鍋などを取り除いてください。 (- » P .53) 

•キーを長巧ししていませんか。 

キーに約3秒 m 上触れていても表示されます。 （- » P .53) 


上面操作パネルの表示 
にに 〔巧と 表示される 


•上面操作部のの上に調理物がふきこぼれた D 、 水滴などが付着していませんか。 
調理物や水滴などを取り除いてください。 み P .53 つ 
※上面操作パネルおよび表示部の上に熱い鍋などを置かないでください。 
故障の原因になる場合びあります。 


GC 巧 と表示され通 
電が停止する 


び 


と表示されて約10秒後に停止します。 


♦上面操作ノくネルに調理物がふさこぼれたり、水滴などが付着していませんか。 
調理物や水滴などを取り除いてください。 み P .5 の 

•上面操作パネルに鍋などを置いていませんか。 

鍋などを取り除いてください。 林 P .53) 

♦キーを長 J 甲ししていませんか。 


キーに約3秒 m 上触れていてを表示されます。 ► P .53) 


上面操作パネルの表示 
部の液晶が黒くなる 


•表示部の上に熱い鍋などを置くと液晶が黒くなることがありますが、しば S 
く放置すると元に戻りまず。 

※表示部の上に熱い鍋などを置かないでください。 


上面操作パネルの表 
示部の液晶がくもる 


♦吸気□か S 直接蒸気を吸い込むと、液晶がくもることがありますが、しばら 
くすると元に戻ります。 


電源を入•切すると 
「カチャ」と音がずる 


•電源を入•切ずると、內部電気部品のスイッチの動作音びします。 


電源を切っても 
音がずる 


•電源を r 切」にした場合でも継続して冷却ファンが回りまずが、異常ではあ 
りません。本体巧部の回路を保護するために、キー操作後冷却ファンが最大 
約10分間動作しまず。 

使用状況により冷却ファンの音の大ささが変わります。 

自動的に冷却ファンは止まります。 


使用中にフアンの音 
が止まることがある 


♦本体巧部を冷やすために冷却ファンが回転していまずが、設定乂力によって 
は、止まることがあります。 


を•ち IH ヒーター使用中 
に鍋か5音がずる 


>鍋底が薄い鍋やを層鍋、ホー□一の密着び良くない鉄ホー□—など鍋の種類 
によっては音（ジー音、カチカチ音）や共鳴音（キーン音、キューン音）が 
発生することがありまず。また鍋の取っ手に振動を感じることがあります。 
これは磁力線により鍋自体び振動するためで、異常ではありません。 
気になる場合は、乂力を下げたり、銅の位置をずらしたり、置き直したりす 
ると音び止まることびあります。 

左•ち IH ヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理中に共鳴 
音「キーン」や r キューン」という音びしますび、これも磁力線により鍋び振 
動するためで異常ではありません。 


j お困りのときは 


音に 0 S て 


上面操作パネルに 0 S て 
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お困 0 のとをは (つづさ) 


銅底の直径がルさかつ 
たり、銅底が反ってい 
る錦は义力が弱<なる 
ことびある 



•ホー□一-ステンレス製の鍋については鍋底の直径びち-ち IH ヒーターの 
場合は12〜 26 cm のもので、銷底の反りが 3 mmm 下のものをご使用くだ 
さい。（使える鍋について み P . 101) 


左•ち IH ヒーターで 
乂力が違う 


•同じ鍋でち、左•ち IH ヒーターで义力が異なる場合があります。 


またルさい鍋では、通電できる場合とできない場合がありまず。 P .15 j 


妙めものなどを巧うと 
左•ち IH ヒー ターの 义力 
が弱くなることがある 


•妙めものなどを行うと、鍋底温度が上びり、自動的に乂力をコント□ールず 
る場合がありまず。温度が下がると自動的に乂力が強くなるので、そのまま 
ご使用ください。 


左•ち IH ヒーターでの 
調理に時間がかかる 
調理のでさ上がりが ii い 


•鍋底に異物び付着していたり、トッププレートが巧れていませんか。 
鍋やトッププレートのお手入れをしてご使用<ださい。 

•使える鍋を使用していまずか。 


使える鍋を使用してください。 C 使える鍋について P . 10 ) ) 

•鍋の種類によっては、「強乂」で使用すると、自動的に义力をコントロール 
する場合びあります。 


中央 ヒーターが 周期 
的にホくなったり、 
消えたりずる。（ラジ 
エン トヒ ーター ） 


•中央ヒーターは、乂力のコント□ールや温度調節機能が働くため、ヒーター 
がホくなつたり、 消えたりしまず。（乂力「3」の場合でも温度調節機能が 
働をヒーターがホくなった0、消えたりします） 

•反った鍋などを使うと消えている時間が長くなります。 


トッププレート（中央 
ヒーター 部） の 色び 
をわる 


•中央ヒーターの絶縁材に含まれた湿気び通電により蒸発し、トッププレート 
内側に結露したが態が透けて色が変わって見える場合がありまず。異常では 
あ0ません。 

•通電を続ければ、結露したが分を蒸発します。 

•中央ヒーターを使用ずると、ガラスの特性により、わずかに黄色っぽく 
見える場合があります。異常ではありません。 

•温度び下びれば、元に戻ります。 


修理を依頼される前に次の点を 
もう一度お調べください。 


トツププレートに OS て 


劣について 
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オーブン調理中、オー 
プン庫内で瞬間的に炎 
がでをたり、排気口か 
5煙が出る 


オーブン調理終了後、 
タイマー表示部に 
a 表示が出て、排 
気□か5熱風が出る 


•魚の脂などびヒーターの上に直接落ちると、瞬間的に炎や煙が出ることがあ 
ります。異常ではありません。 

•魚の脂などが受皿に落ちると、瞬間的に煙が出ることびありまず。異常では 
ありません。 

♦調理を始めてしば!5くの間、前回の調理でヒーターについた脂が加熱されて、 
においや煙が出ることがあります。異常ではありません。 

•調理終了後、ヒーターのクリーニングのため、下ヒーターと触媒加熱用ヒー 
ター、フアンに通電します。（約日分間） 


オーブンで魚を焼いたと 
をに排気□やオーブンド 
アのずさ間か S 煙やか蒸 
気び漏れることがある 


•才ーブン庫内の排気口には煙やにおいをおさえる触媒機能が入っていますが、 
魚などの調理物か！5多量の煙が発生した場合は触媒の能力を超えて排気口や 
オーブンドアのずを間から漏れることがありますが、故障ではありません。 


オープンの排気口か5 
出た水蒸気が壁面に結 
露ずることがある 

光センサーが結露ずる 
ことがある 


rfm クッキング ヒーター 
のヒーターまたはオーブン 
の通電を停止しても、レンジ 
フードフアンが止ま5ない 

(レンジフードフアン連動のみ） 


♦調理時に排気□から出る水蒸気などが壁面につを水滴になることがあります 
ので、ふきんなどでふき取ってください。 


•吸気口から直接蒸気を吸い込むと、結露ずることがありますが、しば5くす 
ると元に戾りまず。 


•レンジフードファンは na クッキングヒーター全てのヒーターと才ーブンの 
通電を停止してち約3分間動作します。 

すぐにレンジフードファンを止めたい場合はレンジフード「切」キーを押し 
て < ださい。 

•OH] クッキングヒーターのいずれかのヒーターまたはオーブンの通電をして 
いるとレンジフードファンは止まりません。 

止める場合は、レンジフード r 切」キーを巧してください。 


レンジフードフアン 
が回6ない 

(レンジフードフアン連動のみ） 


•送信部または受信部が巧れていませんか。 

OH] クッキングヒーターの送信部•レンジフードフアンの受信部を掃除してく 


ださい。（レンジフードフアンの取扱説明書も合わせてご覧ください） み P .43) 

♦送信部に鍋などを置いていませんか。 

鍋などを送信部から取り除いてください。 诗 P .43) 

•送信部の上にフライパンなどの取っ手を向けていませんか。 


フライパンなどの取っ手の向きを変えてください。 (^ PA3 ) 


t 畐〇をさは 


レンジフードフアン連動について 


結露に OS て 


—ブンについて 
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お困 0 のとをは (つづさ) 


炊さ上がったごはん 
がかたずぎる/苗が 
残る 


炊き上がったごはん 
がやわ5かい 



引 


•お米の量、水の量がまちがっていませんか。 

正しくはかってください。 (^ P .25) 

•げく前にお米を浸していますか。 

通常 30 分じ(上、冬場は 1 時間 L ソ上浸してください。 

♦炊くとさにお湯を使用していませんか。 

お湯を使用するとおび残ります。 

•鍋の種類によっては、ごはんにおが残るなど、うまく炊けない場合があります。 
炊き加減設定を「強め」に調節してください。 み P •抑 

♦洗米後によく水を切っていますか。十分に水を切らないと炊飯時の水量び多 
<なります。 

お米を研いだあとは、ざるに上げて十分に水切りをしてください。 

♦炊飯後にふたをしたまま置いていませんか。湯気が露となって落ち、ごはん 
がべちゃつさます。 

通輩び終了したら、すぐにみたを開け、全体をほぐして余分な水分を逃びし 
て < ださい。 

• ふたをしておくとさは、乾いたふきんをかけてからふたをしてください。 


ごはんが 

こげる、こびり付く 


♦炊飯に適さない鍋を使うと、ごはんがこげ付いたり、こびり付きやすくなり 
ます。（ラす手の鍋、ホー□一鍋など） 

必ず MOT または眉括剛閒1マーク付さで底の厚さ1(上の鍋をお 
使いください。 み P.ICD 

♦無洗米は、こばやす<なります。 

残り10分で通電を切り、鍋を IH ヒーターからはずして蒸らしてください。 

• こびり付く場合は、めれたふきんの上に置いて蒸らすと抑えられます。 


ごはんが 
炊けていない 


♦設定をまちがえていませんか。 

r 炊飯」を使い、お米の量に合わせてカップ数を正しく設定してください。 

(冷 P .2 の 


予熱時間が長い 
通電が停止する 


鍋の温度が低過ぎた 
り高過ぎる 


「炊飯」や r 保湿 J 動作 
中に鍋をおろしても表 
示部に「鍋確認」と表 
示されない場合がある 


•錦底の直径がルさかったり鍋底が反っているフライパン•鍋は乂力が弱くなる 
場合があるため、予熱時間が長くなりまず。またフライパン • 鍋の温度が適温に 
ならず通電を停止する場合があります。 


適温調理で使えるフライパンについて C 今 P .10) 

♦鍋の材質•大ささ•形が•置く位置により鍋の温度が低過ざたり高過ざる場合 
がありまず。 


適温調理で使えるフライパンについて f - を P .1 の 


•「炊飯」や「保温」は乂力を自動的に調節します。火力が0 (ゼロ） W になって 
いるとをに鍋をおろしても r 鍋確認」を表示しません。「炊飯」を途中で中止 
する場をや保温を終了ずる場合は、上面操作パネル部の r 切/スタート」キー 
を押して通電を切ってください。 


そ 

の 

他 


修理を依頼される前に次の点を 
もう一度お調べください。 


適温調理について 


便利メニユ I 「巧飯」について 
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r 直しかた J に従って再度供作してを同じま巧び出た D 、 上旧な外の表示や下記のま巧び 
出たとをはが巧の可お巧がおりまず。お頁い上げの旧売店または工事店にご連巧くだをい。 


表示とお巧5せ内容 



rsi 液晶表示がホく点なずる参是愛電圧び異常に高し、場が低し、 


只_;.1 などの H ** 表示 



圓 

M などの H * 表示 


お厶 

n 〇 

•部品の故障び生じた場合。 

•電源電圧び異常に高い場合や低い 
場合。 

•部品の故障び生じた場合。 


♦お買い上げの販売店または 
工事店にご連結ください。 


HQ 

国 

圍 


表示を消したいとをは 


lEO 、 Ba 、 ESI 、 fflS 、 ■! の表示び出たときは左|化-夕-の^を押す。 
MM 、 I 国、区@ 、 ■! の表示が出たとさはち IH ヒーターの^を押す。 
厕 の表示び出たとさは中央ヒーターの P を巧す。 

圓、国、画の表示び出たときは才-ブンの®を巧す。 


下記の表示び出たときは故障ではありません。「直しかた」を確認し、表示を消してか5 
再度操作を巧ってください。 


03閣 

を•ち IH ヒーター使用時、 

液晶表示び赤く点なする 

關閣 

獄ずもの「鳳ず」を使用した S 、 
ち•ち IH ヒーターの液晶表示が 
ホ<点なずる 

HB 

ヒーター 使用時、 

液晶表示び赤く点なずる 

KBEB 

左•ち IH ヒーター使用時、 

液晶表示びホく点なずる 


Earn 

左•ち IH ヒーター使用時、 
液晶表示びホく点なずる 


•空ださになっています。 

•炒めをのの調理を行うと表示する 
場合びあります。 

♦付属の天ぷら錫び高温(油が高温)になって 
いる。（付属の天ぷら銷び反っている） 

•付属の天ぷら鍋の底に約1 mm 仪 
上の反りびあったり変形しています。 

♦付属の天ぷら鍋の底やトップフレー 
卜に異物や汚れび付着している。 

•上面操作ノてネルに調理物びふきこ 
ぼれたり、か滴などが付着している。 

♦上面操作ノなルに銅などを置いている。 

•キーを長押ししている。 

•吸 • 排気カバーにほこりびたまっ 
ています。 

♦吸‘排気カノ く一び而さびれています。 


•鍋の種類び違っています。 


► 

► 


► 


♦調理物を入れて<ださい。 

•火力を下げてご使用ください。 
•付属の天ぷら鍋の反りを確認して 
<ださい。 


•反りや変形びある場合は新しい鍋を 
ご購入ください。 C -» P .4 ) 

•異物や汚れの場合はお手入れをし 
てご使用ください。 

♦調理物や水滴を取り除し)てください。 
♦鍋などを取り除いてください。 

♦約 3 秒上キーに触れないでくだ 
さい。 

•ほこりをふさ取つてください。 

(- » P .45) 

•ふさびないでください。 


♦鍋の種類を確認してください。 


(- » P .10) 


•通電したまま連続して魚などを焼 

し、/こち巧 □€) 


♦一度通電を切り、オープン庫內の遍度 
を下げてから、次の調理物を入れる。 


ま 


直しかた 


表示とお巧 S せ内容 


上面操作ノはル • 前面操作ノけ、ルに次の表示び出たとき 


お困じのとさは 




上面操作 
















































仕様 


♦HT—D8WFS/HT-D8FS はレンジフードフアン連動です。 
※消費電力は、鉄ホー□一銅を使った場合です。 


型 式 

D8 シリーズ 

HT-D8WFS/HT-D8WS 

HT-D8FS/HT-D8S/HT-D8 

電 源 

単相20 0V(50-60Hz 共用） 

消 

費 

電 

力 


5.8kW (4.8kW に切り替え可能） 

左•ち IH ヒーター 

3.0kW(100W 相当〜 3.0kW 12段階义力調節）※ 

や央ヒーター 

(ラジエントヒーター） 

1.2kW(300W 相当〜 1.2kW 3段階火力調節） 

オーブン 

調理メニュー1 .2kW 

(手動コース「トースト」 1.2kW/r オーブン」 720W 相当/「魚焼き」 600W 相当、 900W 相当、 1.2kW3 段階义力調節） 

触媒用加熱ヒーター 

250W 

待機時消費電力 

0.05W 未満(電源「切」のが態） 

コードの長さ 

3おキャブタイヤケーブル 0.7m 

電源プラグ 

250V-30A 娘地極つき） 

大きさ 

本 体 

幢749奥行560高さ232 〔mm) 

幅599奥行560高さ232 〔mm) 

才ーブン 

幅280奥行360高さ124 Cmm) (有効高さ59 〔mm)) 

質 量(重さ） 

約 23.5kg 

約22.0 kg 


【総消費電力の切り替えについて】 

本製品は、工場出荷時総消費電力を 5.8kW に設定してありますび、 4.8kW に切り替えることもでさます。アンペアブレーカー 
の容量不足の場合などで、ご使用上不便びあるとさに選べます。詳細は、お買い上げの販売店へお問い合わせください。 

【オートゾくワーオフの時間の切り替えについて】 

本製品は、工場出荷時約10分で才ートパワーオフするように設定してありますが、約30分に切り替えることもできます。才ートノのーオフ 
するまでの時間び短いなどで、ご使用上不便びあるときに選べます。詳細は、お買い上げの販売店へお問い合わせください。 


S 証と アフター サー ビス 


必ずお読みください 


■保証書（別添） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰•販売店名」などの記入 
をお確かめのラえ、 P ぶ売店から受け取つていたださ、 
内容をよくお読みのあと、大切に保存してください。 

•保証期間はお買い上げ曰から1年です。 

※ただし、消耗部品は保証期間内でを有料とさせて 
いたださます。 

■補修用性能部品の保有期間 

当社はこの00クッキングヒーターの補修用性能部品 
を、製造巧ち切り後6年保有しています。 

•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

■ ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げ 
の販売店またはに相談窓口」にお問いをわせください。 

■修理料金の仕組み 


修理料金=技術料+部品げ+出張料 


技術輯 

診断、部品交換、調整、修理完了時の点検など 
の作業にかかる費用です。技術者の人件費、巧 
術教育費、測定機器などの設備費、一般管理費 
などが含まれます。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付 
帯する部が等を含む場合をあります。 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用 
です。別途駐車料金をいただく場合びあります。 


■修理を依頼されるときは I 出張修理 I 

r お困りのときは」 f«>P.48 〜 53) に従って調べていた 
ださ、なお異常のあるとさはご使用を中止し、専用ブ 
レーカーを切り、お買い上げの販売店に修理をご依頼 
<ださい。 

•保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店び修理させていただ 
さます。 


に連絡していただきたい巧劉 


品 名 

曰立 oe クッキングヒーター 

型 式 


お買い上げ日 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

ご住所 

付近の目印等ち併せてお知らせください 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



•保証期間が過ざているとをは 

修理すれば使用できる場合は、ご希望により修理さ 
せていたださます。 


■ご転居されるときは 

ご転居によりお買し Vh げの販売店のアフターサービス 
び受けられない場合は、前もって販売店にご相談くだ 
さい。 


已4 


r ご相談お山 


(家庭電気製品の表示に関する公正競争規約による表示) 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 

修理などアフターヴービスに関するご相談は 
エコー センターへ 

TEL 0に 0-3 に 1-68 

FAX 0に 0-3 に 1-87 

(受付時間)9:00〜1 9:00(36 己曰） 

携帯電話、 PHS からちご利用できます。 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 

TEL 0に 0-3 に 1-11 

FAX 0に 0-3 に 1-34 

(受付時間）9:00〜17:30 (月〜±)、9:00〜17:00 (日•祝日） 
年末年始は休ませていたださます。 

携帯電話、 PHS か5もご利用でさます。 


• 「持込修理」および「部品購入」については、上記サービス窓□にて各地区のサービスセンターをご紹介させていただきます。 
♦お客様が弊社にお電話いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録(録音など）させていただくことが 
あります。 

•ご相談、ご依頼いただいた内容によっては與社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 
•修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート八ガキを送付させていただくことがあります。 


仕様/保証とアフタ—ヴ—ビス/「ご相談窓□」 
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愛情点検 

★長年ご使用の 画 クッキングヒ-夕-の点検を/ 忘苗 f ち— ぶ S 幾 f ちの 

の 

ご使用の際 
このぶラなこ 
とはありませ 
んか 

•堪源スイッチを入れてちヒーターび作動 
しないとさびある。 

•こげ臭いにおいびしたり、運転中に異常 
な音びする。 

♦ビリビリと電気を感じる。 

•その他の異常や故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、専用 
ブレーカーを切り、お買い上 
げの販売店にご連絡ください。 
点検-修理についての費用な 
ど詳しいことは、販売店にご 
相談ください。 


每日立アプライアンス株式会社 

干 105— 8410東京都港区西が橋2— 15— 12電話 （03)3502 —2111 


2-H 9079 -2B 


10 (HP) 




















